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わたくし述は一品ーから，音楽はむずかしいものだと思ってまいりました。乙れは，わたくし迷の社会環境や

家庭生活11:音楽的な要業が極めて乏しく.その必要性が充分認識されていながらも、適切な法線がなく， T苦

〉絡を本当に身につけた人が少なかった為だと思います。

西洋では，宗教音楽の影響をうけて，ほとんどの人が幼い頃から音楽に親しみ，法かな明るい生活を楽し

んできております。

音楽を正しく身につけるには社会環境がもっとも大切であります。年令に応じた指導の方法が必要ですが

その教育の場として公民館ー幼干UJ司，小学校等があります。

幼稚園や小学校ではオルガン，ピアノ，エレクトーン等の設備が充実され"f-供さんは業しく歌ったり仰い

たり合奏したりして豊かな明るい生活を送っております。

e般社会人にももヮとそうした設備のある場を与えましょう。

コーラスの中11:ギターやアコーデオ ン，エレクトーンが入りますとどんなに楽しい事でしょう。
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第 11回福岡県公民館大会 ご二二

1. 主 催 福岡県公民館述絡協議会

北九州市公民館述絡協議会

補岡県教 fj委民会

北九州市教育委員会

2. 後 後 福岡県，県市長会，県町村長会， 1frt都市地教委述絡協議会

町村地教委速絡協議会.県新生活運動協議会，県視聴覚教

育協会，県貯蓄推進委員会，県公明選挙推進委員会，県社

会福祉協議会，県農協中央会，県君jl市婦人会連絡協議会，

県P.T.A連絡協議会，県青年団協議会，西日本新聞社，

朝日新聞社，毎日新聞社，夕刊フク ニチ新聞社， NHK 

福岡放送局，RKB毎日， KBC 
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「地域社会における教育文化セ

ターとしての公民館の現状は

制 I川県下公民館の現状と問題点

1. 新時代の公民館

(1) くずれゆく伝統的な生活基盤

ン一一一一

ア，初代社会の進~の速度は1O{1二が品の 100 年以上lζ匹敵するといわれる。このように激げしい

変化は伝統的な生活様式や作所態度， そして地域討会の仕組を扱本から くつがえ しつつあると

いえよう。

イ，人 々はくずれゆく伝統的な生活 h~般のうえで，伝統的な生活償世と l以前lζ附けてくる新らし

い!j二J12との板ばさみになり，ある11寺は伝統に間十九し，ある/1与は新規なものを追っかけるなど，

ちぐはぐな生活が版刷されている。

ウ. 'Iilli liは必業の'¥.:J皮成長に{料、人11がぽiえ，深刻な住宅難があるかとJぷえば， ー挙tζマンモス

凶i也が造成され，~凶各地からwってきて，被民地的な社会をつくりつつある。他方殿山漁村

では j'J'j上年が1m>dJlζ吸収され， i15齢者とl，6j}女子が後業労働IC従事せざるを得ない状況をかもし

だしている。

エ，山村では絡済の尚度成J.;Uこ凡合う主t必性の15い jtl~とするために. 1~!UfH，\~造改一泊三 目}玉栄が進め

られているが，伐存する封建的な生ii5tll習と文化のおくれによって必ずしも順調に進んでいな

し、。

オ，またエネ Jレギー革命によって縫炭地域では石炭産業が後i以し，出It職者の火業や再就H訟に対す

る深刻な問題をかかえ，石炭産業によって支えられてきたIU]だけに. 1何工業そして民業の将来

について住民が真剣に研究し，対策を立てなければならない状態に陥っている。

カ，以上のようにいまや住民の生活基盤は大きくゆれ勤き，新たな生活基盤の創造に向って，''J.: 

IEJと実践を'iItね包かな生活文化を新らしい地域社会の |二にうちたでな くてはならないのであ

る。

(2) 公民館[ま新らしい生活基盤の醸成に何をなすべきか。

ア， ffj報センターとしての役制

!ア)現代の生百!?では，最も新らしい古lIi1i1'iのある名称の'tiHH>:t-ll;(もj:Jjく入子して， 1:1からの対策を

J5 えることが~求される。

(イ)公民館は住民の生活Iこうにく乙とのできない情報や資料を蒐集し，快s.11し. +昨日記して，れ家民E

le素早く伝達しなければならない。

り)その方法には，一般の住民大衆1:::対しては，壁新聞，告知1板，ポスター，ピラがあり，家庭
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に対しては，有線放送屯話，館報，ノマンフソット，などがあり，これをフノレに活用する技術と

組織体制がつくられねばならないであろう。

イ，資料センターとしての役初

げ)現代の生活には，新しい知識や，過去のi記録や学術文化iζ関する英火な資料が必要である。

これらの資料を蒐集し，整理し，編集して住民の従覧に供し，住民向からが，ヰ-活文化の向

t二発展につとめるような環境を与えてやるととが要求される。

付)公民館はこのような現代d:.ii!i!こ必要な資料を整備し， 個人的に， あるいはグノレープで自由

に， しかも利用しやすい政墳を提供しなければならないであろう。

(ウ)そのためには，図査室の環境を技術し，図正i，録音テープ，映l向Jフイノレム， レコード， 書画，

各都広報などの利用に便利なように殺理分類しておく乙とが大切である。

(エ)また郷土の博物館として. JI:Yi在の践した業績や作品，記録，などを~直集保1mーして住民に絶え

ず供覧できるよう展示や陳列しておくことも必要である。

ウ，教育(学習)センターとしての役割

的現代の生活は日進月土j;・いな分進秒歩の社会の LIJ で'~};まれているので，昨日までの知識や技術

はf!fj日は通用しないといった級相を呈してきている。 i許可Lる過去のせ!l認や常識では，明日の

明かな生活を楽しむことはできないのである。

(イ)したがって，計画的，組織的，継続的な学習が生活の要求として胎政してきたのである。

(ゥ)公民館は，組織的，継続的学習の場所として，学級，講座を開設し，内容的にも高度な学習

が，より多くの住民によってなされるように，教具教材を整備し，見る. I泊し話す， 書

く，試めす，ことによ って， できるだけ低抗を少くし，効果ある学内条件を~警備するととが

大切である。

に}そのためには，心地よい学習室(講義主，各都の実験実習窓簿上がIIJ;C!くされ，それに必要な

機械，器具が鐙備されなければならない。

エ，地域社会セ ンターとしての役割j

ケ)現代の生活は個人の独立と尊厳が主主本になり，個々人相互の関係l すなわち村会における人

間関係がつくられている。

附したがって，運命共同体的な地域社会は次第にくずれ去り，独立した側々人相互の理解と伝

煩を基調とした新らしい地域社会がつくられようとしている。

(ウ)しかしながらいまだ千日、共同体的な地域社会から脱し切れず，新しい考えみをもっ人々との

間に深刻な対立と反目を起こし，両者が相互に苦悩しているようであるる。

同公民館は，乙のような対立を解消し，地域の人々が，お互の立場を尊信し合い相互の理解と

{言籾を深め，協力し合って自他ともにより幸福な生活が保障されるような地域社会の共通の

Jレーノレを確立し，新しい地域社会の建設のために隙み合う機会と場所を住民に提供しなけれ

ばならなし、。

(オ)そのためには. 11由に楽しく隆み合うための施設として，ロビーや;欣やダンス，スポーツな
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どのできるホール， jlli動場をもつべきであろう。

防)また地域社会の人々がー蛍lζ!.R1)，研究発表会や討論会やいろいろな大会を催し.dll(とし

ての共通の怠識をつくり育てるような機会と場所を与えるべきであろう。

(キ)その他，itlJ域の各組の機関， [~I休;がf.l'i(こ Fをつなぎ，協}Jし合うために訴し介いやliJ[究会が

行なわれ，相互の連絡協調のlA所と機会を促供すべきである。

新時代の公民館は以上のような役わlを来すものでなければならないであろう。

しかし県下公民館の現状はどうであろうか，いまだに10年j)ijといかほども変らないilli引をして. fl 

民からその存fEfilli似を疑われているものはないだろうか 新lI'dtω公民館として，住民のetii!i!こ必変

欠く乙とのできない存在となるためには，仰をどうしたらよし、かを，公民館を利用する住民大衆と防

接の当事者である公F!ofil:';職n;)f;びlζ教予f委日会やI!il町村行政、川1)I刻係者が，それぞれのSo-gから忠弘
を出しfTい、振興のための対策をJfえ、その実現に|れJ-，て努 }jを ~Jf:~ 、作うことがMより必 j~ であろ

つ。

2. 県下公民館の現状はどうなっているだろうか。

(1) 県下に公民館はどの位あるか。

わが初岡県では 101 の全リj [llT村 lこ設 Wl~ されているが . }jI!i;没. 11.立制II{，I除L.lの状泌は必ずしも光JJで

はなく，それぞれの市町村によって絡差が甚だしい。今後の似明j発展がJllH与される。

ア，公民館施設の状況は第 1表ωとおりである。

ji位表 (昭和38{ド4)J1日rJ;UU

公民飴

民

》

つ

d

ハh
HW

A
性

l
l
川司
1
4
a

n
b
 

(註)1. q:t央館は全I/i町村を対象とする公民館・地区館は中学又は小学校区を対象とする公民館。

2. 新築は公民館として新らしく建築したもの，転用は他の施設を公民館に転用したもの。

3 施設の!而献は，公民館の設民基準は330m'以上となっているので329m'以下と330m'から494ばまでと

495m'以上の18:分を設け，その状況をしめしたもの (330m'.C 100坪. 495m'~150坪)

4. イJfii:，'・昔話施設は公民館として独Sl.した館舎をもたず，役所や学校などの施設に制限しているもの，

1!!t施設は事務所だけをどこかに併践して施設を全くもたぬもの。

W1表によると市!ζは178館(中央館17.地区館161飴)あるが， ζのうち，犯1S1.の胞設をもって

いるものが1l3fr(iで 63 .4%. 併 i~:1X.は無施設が65tniで 36.6%あり.これは今後建築を要するもので

ある。
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なお独立鉛のうち基準以上のものは45.2%で54.8%はすべて犠準以下であり，新時代の公民館に

はあまり貧弱すぎるのではなかろうか。

町村では103館(中央館84.地区館19)のうち，J!虫;立施設を有するものが60館で58.29彰併霞無施設

が43館で41.8%で，独立施設は市に比して5.2%も低率である。

なお独立施設をもつもので必準以上のものは61.7%で，基準以下が38.3%をしめている。

とくに文化水準ーの低いl町村にとそ立派な教育文化施設が必要であるはずだが現実はその逆であ

る。

イ，公民館の設備備品の保有状況は第2.!;f}3. t有4表のとおりである。

問視聴覚教育器材

表

写真機

20 

54 

74 

58 

54 

24 

B 

2 

{打

第'

年 I切
地却1

(減少)

数

l町

32 日記

JU

しかるにその社会教育の効率を高めるためには視聴覚教具をフノレlι使用する乙 とが要求される。

利用者側も3在備状況は年々増加をしているものの新時代の公民館にとってはいまだ充分ではなく，

当事者投びに市町村当局もともに乙れが強制Iについて一層の努力が望まれる。

lイ)実験実習用教具教材

表

町
r:一三li円[ナ;「1
「戸3I ムl i [ ol j | 

ift 

。
。

3干.言十

中、j

3 

市

第

。

l 

O 村

計

H町

年
間
増
加
数 2 D D O 21 41 十そJ

U
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公民館が新時代の生i，T;(乙結びついたγihlの施，没として刈m されるにはあまりにも ît しい'丈験実 ~.kì.

F円教具教材の状況である。

i作機械， J2水版}JnJ関係ω!日兵皆f品WI!設側jが多少{IJiひ‘ているが。年間榊}J[I数をみるとミシ ン，

1!!tである。現代の生活lこ家庭 1'.1'1ーやタ イプライー ・言|引q幾・などの倣1'1を学びたいという要求は強

とにかく公l己釘{のとy.視センタ としての乱ーそれにこたえるVri:i材がなくては問題にならない。いが，

命はとうした教ti:教材が1tD立の学ihl要求l乙応じることができるかいなかにあるといえよう。

(ウ)~~:i， ・ 凶 器 ・ 体育レクリエー ショ ン nJ只

表4 第

出 |休符レ ・クHJ呉

342 64，756 

I~I 
山白

川、

2 

;(1: 
~I .~ j) 

l 

、
JY
 

X

不
h
a』A1
 

J
'
F

一

7

l

5

一

ピ

一

日

l
↑

ン

一

ガ

一

一

L
V

一

ノKIll!
ー
一

;材H
N
 

9引

区分

330 140，202 74. 3 4、Ii町

672 204，958 74 4 116 

楽~l}類は年々その必嬰判が認識され，住所tこう2 しいメロディ ーや欣がllx り人れられてきたことから

打当li~日が76にな:n 絃楽器ょが4.次第に整制lされてきた。オノレガン父はピア ノはここ 1壬".[IYHこ77fト

l理l市の年間i判却1数はilJで今後~rITì の柊備への努)J と 利 Ji'J)!tを，:::jめる乙とが明まれる内っている。

18 ， 434~J} ，町村で6，907附となっている。

公民館のl職員は第5表のとおりである。ウ，

29 

表5 1't:.1 
列コ

けj

57 

ぬ4i

H Illj 

86 

(注)兼務は同ザ人が数官官の館長を兼ねているものは兼務l人と して取絞った

(7)専任館長を[泣いていると乙ろはわずかに 20人 (8.0%)にすぎず，非常勤嘱託の館長が 142人

(57.2%)と兼務館長86人 (34.8%)で過半数以上をしめている。なお兼務館長の本務をみる

とIII}村では教育長，けillIT村長が大半で， 'diでは学校長，ト|会教育i;"!tl長やI隊員の兼務がU)'1'.-0て

いる。

11句IIIJ村で1.5人であり，兼任がdJで0.4人.dJで0.8人，(イ)主τJcその他の職員は噂任が 1I!I);当り ，

l/lで1.2人， 町村で2.1人にしか当らない。

(ウ)このような職員の配段状況で，新時代の公民館にふふさわしい経営が期待できるであろうか。

村で0.6人である。専任mt任を合わせて，
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(エ)専任館長の設;{~~:と優れた専門職員の柊備充実が施設設仙の終的とともに強く明まれる次第であ

る。

県下の公民館ではどのような事業が行なわれているだろうかの(2) 

ア，悩報資料センタ ーとしての事業

(7)広報活動としてが;報を発刊している公民館47.9% (118館)

(イ)有線放送で教主主番組を家庭!cifitしているもの8.5% (21曲'()

(ウ)移動公民館を活mしているもの4.8% (12館)
{エ)住民の生活lζ必~な相談 lこ応じているもの13 . 8% (34飴)

今後のflrl桁と16股が却まれる。乙の飢域の，}~jtはいまだi会についたばかりで，

教ft文化センターとしての事業イ，

学級講座の種類l 実施館数|実施率

産業講座(股・漁・林業) 30.9 

主主 耳i JrYj 座 43.2 

羽1 H' 裁講座 45 18.3 

茶車道 J，IJ Jm 69 28.2 

趣味端康 l 80 32.5 

" 2 40 16.3 

実 !刊 'iirVj H¥ 30 12.2 

休 育 "持 座 64 26.0 

迎信教育議座 l 0.4 

講座を実施しているもの(7)学級，

学級講座の廠努iI焔館数 |実施キ
両年ザ紋| 別館 80.996

煽i 入学級 217 I 86.2 
成人学級 70I 28.4 
教t:t ，fWf 座 127 51.6 

市 民大学 13 I 5.3 
こども教:十((科学・文化)! 21 I 8.5 
幼児学'級 14 5.7 

英語議座 12 I 4.9 
古道総 iliI 49 I 19.9 

'!ffi 竺一日空包竺旦空-
レコード・コンサー卜 47 I 19.1 

指導指研修 159 I 64.6 
文化祭 62 I 29.3 
休育会 173 I 70.3 

経 布-i I実施館数|実施率
劇 22 I 8.9 

;116;|ぷ
会|自6 I 34.9 

(イ)教育文化的事業を実施しているもの

創
立
日
映
展 ノI、

事業の種類 |実施館数|実施率(96)

l点人の1'1，乙どもの日な 197I 80.1 
どの集い

慰安のタ

青年婦人のつど い

嫁と姑のつどい

業の穏おiI :;t同~ I 実施本(必)
域懇談会 89 36.2 

地域中|会(コミ ニティー)センターとしての事業ウ，

11.3 

41.4 

15.4 

q

d

q

4

1
ム

っ“ハ
U

A

A

Y

司
ム

41.8 

55.2 

45.5 

103 

136 

112 

レクリエーション大会

新生活運動の集会

選挙啓蒙の集会

まだま以上公民館で行なわれている事業を概観すると .'1"級講座!cしろ，教育文化行事にしろ，

だ充実刷新の余地が淡されているようである。

資料センターとしての機能を今後一!雷雨めるため多くの資材と終貨を投入する必要

があろう。またI徹氏の研修による技術の革新は当iliiの急務である。

とくに情報，
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(3) 公民館の経費 (予算)はどのように使われているだろうか。

昭和36年度に県下公民館で事業に使われた経費の内容を分析すると次のようになっている。

ー区分 事 業|定期;部座|前糊|開会同塗|広報資|伺レク l~輔
一 一 一一一

施設を有するもの 14.6%1 15.2完封 9.49百1.7961 5.4~百 14.0完封 39.4961 

市ト一一一一一一 十 一一手一→ ぺ 十
制 i弘 知施設 5.2 1 9.6 1 11.0 1 1.8 1 5.7 1 7.7 1 58.8 

「ムーするふ「二;T瓦-;r-~-.:-I '~; r 8.-9-['- 1ロ2.9一T心
町村 ト 一一一一一一一一一一一一一十 一 -一ぺ一寸i一 一寸一一一一十 一十一一一寸;一 i 

日日空土ー二ij -j71 1 1 21 1二三_4_1 _~~~1 40.8 
施設を有するもの 7.9 I 20.7 6.7 2.0 I 7.9 I 日 3I 41.3 

計 卜一一一一一一一一一一一 l一 一ーイー←ー→一 一 _.-一 一一一一一一一一
併世， ~!~施設 3.9 I 14.7 11.7 I 2.0 I 9.7 I 11.7 I 46.4 

(7)公民館の事業を新時代にふさわしいものとするには事業授の配分を考えなおす必要がある。

上表にみられるように独虫施設をも った公民的とそうでないもの，また市と/1町村では， ' J~3t ~ ~ 

全体の配分率が臭っている。

川とくに注目すべき乙とは事業貨の40-50%が団体や分館の活動助成到に討がれ，Iヨからの教育

文化センタ ーとしての間有の事業がおろそかにされていることである。

(ウ)今後は住民の生活に結びついた新時代の公民館とするために，次の経費を車線すべきである。

①広報資 ②展示展覧会費 ③定期講座費

同団休補助は教育委員会の予算Iζ計上し，分館事業のfJ成は木賞'I:iの事業の一部として， I.H上する

ζとが閉ましいであろう。
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「|一
落・町内・を中心とする小地域

公民館活動の事例

分合'1¥・郎水町内公民自'1¥.小地区公民館

〔問題のとらえ方〕

1'1常生前IC訟もIl'il係の深い|燐近所ωつきあL、から，近隣.fl会ω協悶活動にいたる人間関係は。討会

ーの進歩発展とともに，いまや大きく変化しはじめている。

したがって，1;~ 、地域の封建的残rYiとその秩斤，と活動の休制は徐々に法度を泌めながらくずれつつあ
り，いかなる)J. ~ 、かなる jj法をも ってしでも，乙れを11}jぐことのできない段階lこまできているので

はないだろうか。

そして“・}jlCは析しい地域社会がどんどんE七れつつあるが，その秩序や活動{析しJjも光分熟し切れな

いで。ß.'~人と例人，家庭と家賠が孤立したままになっているところもある。

こうした条件のもとで，析しい隣近所のつき合い，近隣社会の共通の必盤巡り，そして新しい人間

関係とよ|会関係の倣なをめざして. r 1 常生活の S~長選jを中心にどのような刀法・で展開してい っ たらよい

かを協同の力で発μし，それを育成してゆかなければならないのでちる。

乙こにあげる資料は，それぞれの地域村会の伝統や条件のもとで，現代社会がもたらした課題を，

どのように叉・けとめ，それをどのように克服して，析しい地域社会の建設を進めているか，を個々の

が例によって約介しようとするものである。

しかしながら，乙乙に紹介されている・好例は必ずしも 1 そのまま。それぞれの地域にあてはめて考

え実践する乙とはできないであろう。

ただ，問題のとらえ方..Y-，え)j.活動の進めんを側々ω条例ーに凶lして計jllijな楽する場介. (，吋らかの

参考になるであろう。

ステ yプ・パイ ・ステ yプ，ケース ・パイ ・ケース・lζよ司て地域社会の人々の小さな努力の積み

上げによ ってのみ，新らしい地域社会の建設は達成されるものである。

そして，新らしい地域ネl会のA11設には内容豊かな生活文化の娠興が必須の要件になるであろう。

生活火化の仮興は新らしい地域全|会づくりをs)Jけ，新らしい地域主l会の建設は':l:.f.!i文化の振興lζ怒

りする乙とになる。

乙のような制点から問題をi!Jってゆ乙う。
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1_ 1 __~~_時世E号一五l
事 (Jtl l 北九州市門司区萩ケ丘公民館

館長))51: 多 i1: 佼 必f

l 団地や市街地における地域活動の困難性とそれを克服するための方策

(1) 活 動 の困難性

閲地や大事11mの地域活動の凶雑性は，その形成する人聞社会の様相が絡めてもli:雑である半面，
ヒューマン ・リレ←ションが稀泌で， いいかえれば親近j惑が少ない点に起凶しているようであ

る。新らしい地域社会の建設と生活文化の向上発展を怠図する点では自治会も公民館も他の民主

諸国休も目松:は一つであるが. r我は我なり人は人なりJr隣は何をするものぞjの都会地，とと
に団地族のカタツムリ精神が自然活!日Jや文化活動を111'[ザ;しているがj、は行めない。第二に旅の人間

が多く郷土愛の精神が日むし、。乙のために

(イ1m]内会や自治会への不加入

(ロ)会資や負但金の納入をしぶる

付伝達の拒否または怠懐

(斗協滋や行事に出席しない

(ホ)決定事項の不履行

ト)民主団体の背反

などが起乙り，公民館活動においても

(イ)ある積の行事をやっても集まる人が少ないかf供ばかりとなる

(ロ)グループ造りがむずかしい

い)指導者の養成が困難

(ニ)施設，経費の不十分

などとなって現われる。

(注=門司の場合，地域公民館はすべて地元負担を主としてi':i発的lζ建設.@営され，役職員は

自治会同様すべて奉仕)

(2) 実 情 と対策

まず自治活動の降路について

(イ)町内会，自治協会への不加入は.1JII入が法律的iζ義務づけられていないため強制できぬという

Jえからi訟も磁を悩ます点であり，萩ケ丘校区では町内会として加入していない|町内はないが，

側人としては数パーセント の未加入者がある。 こ れらは自治協会が末端行政の-!i'~を担ってい

る関係から諸証明治の発行など町内会に加入せねばもらえないζ とを説明，加入を説得し漸次

減少している。

(ロ)会費の納入が完全でない点は，災動がはげしい乙とにもよるが，多数家族の同居|山11・ゃ第三国
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人に多い。 i町内役員の努力で減少している。

付伝達については極めて主要な周知事項もあるが各自の判断で不急不安として回路を拒否または

怠るものがあり，途中ス トップで、以後の人は伝達が聞に合わぬ例も少なくない。対策としては

各種目覧をなるべくまとめて回す方法と別に婆所に掲示，館行事も主なものは日刊紙に掲載し

てもらう方法をとっている。

(ヰ決定事項の不履行はほとんどないが，話し合いの中で履行を求めている。

(ホ)各種団体の背反は，極力自治協会の中lζ包含または積板的連絡をとり， ibt終回総である切るい

地域社会の建設と生活文化の向上発展に歩調を合わせるよう努力しており， 1勿犯，衛生協会と

婦人会は自治協会に包合し，公民館内にこれら各民主団休の事務所をおき公民館と表袋一体，

事業荷!でも協力実施し効果をあげている。

2. 生活文化向上のためどのような活動が必要か。

公民館活動推進上最も必要とされる点は，まず何としても人を集めること，そして話し合いの機

会をつくるとこと，第二に地域と密着する ζ と， 1':[治会その他の諸団体とH'(械的接触を保ち，地域

』ζマッチした活動を行なうととであろう。

(1)集会を多く

人間関係を円滑に保つ方法は話し合いの中に親しみを憎し閤難を解決し，明るい社会を築き，

生活を向上するにあるので，自治会，制li人会，背少年，子供会，各文化団体はもちろん，例人意

識の強い団地の各種集会を綴力公民館で聞かせている。他面不特定の一般人， lj;j}人，青少年層，

老人を対象とするそれぞれの集会を多く計画し漸次成果をあげているが，萩ケ日公民館はiVl'春開

館以来一年間にわずか三室の設備で647問の集会を行ない 1万2，298人の利用を見た。

(2) 行事の種類とその選択

地域の実情とその要求iζマッチした活動が必要で実効を挙げることはもちろんであり，そのた

め地域の構成(年令賠，学!恰職業，生活程度，文化程度)を迎存在に把援し件階胞に行事を分布

せさている。

(3) すかれる行事，嫌われる行事

教育的色彩の強いものや高度の火化的行事はおおむね敬遠され，娯楽的なもの，生活や社会問

題に密接したものが歓迎される。映画会でも教育，防犯，衛生映聞は入jLJ者が少なく劇映聞は多

い。必ず両者の組み合わせを必要とする。諸説i会，研修会の類は低調だが，料理詰座，洗剤講習，

ソロパン教室など盛況であり ，レコードコンサートは不入りだがダンスパーティは満員という傾

向は全国的といわれる。楽しみつつ実益もある行事へ， I決爾館やテレビIζlめる魅力ある行事の研

究が必要であろう。

(4) 与えるもの，育てるもの

館行事といいグループ造りといい公民館へ足を誘うものは魅力であるが，地域を一倍したグル

ープ造りは必ずしも必要でなく ，まず同好者の小グループを結成させ， 二次的にそのつながりの
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橋被し役を買って出て.発展を助長する)jl句をとっている。既成団体の育成と併行してまず何ら

かの行事を館主催で行ない， その米会メンバーからグループ造りをはじめ，漸次自主的運営へと

指導する方法はまだ序の口ではあるが実効の開光が見えてきた。

(5) 金を使わぬ行事

各都教室は講師の選択によってわずかな文l引か全く支出なく.illi岱'できる。保世s所に依頼した20

|司にわたる栄養講座，各新聞*1やニピシ瞥仙，食生活改善協会，民放， などに依頼する料理講座，
円本被服吏生会依頼の洗剤講習'ポーラその他へ依艇の炎容教室，楽1!'M苫依頼の7.f楽教室などす

べて他人のふんどし式で， t主之甘↑併の地t，島公民館では一つのjlli蛍方法と考えている。

事 ~IJ 2. 福岡市箱崎公民館(貝量産団地，

福岡市箱崎貝塚団地の実態

昭和32年12月lζ誕さ1:した貝塚団地は， 福岡山内 'dl :d i 終 }~，i，員以 "ut';; riijlζひろがる一鮮のアバー 卜で，

雌側は博多湾を一銭に収め， 点flillは，北九州に通ずる悶道=号線をへだてて. IFI競輪JMと向かい合司

た{~[;置にある 。

18棟， 420lit川(別に独身住'ち115戸)守 人1"11，443人と術的校長(でー.1nλ;きな111]'で， その9;則以上が

俸給生活者で占められている。

世i 者1: 3司 女 音「
ト

箱 的 校 R( 3，838i守 7，932人 8，092人 16，024人

II 均( 円1 地 420 723 720 1，443 

}.~. 10.996 9.196 8.996 9.0% 

このl剖J也の特色は，

イ， 生活l:i¥皮が沖lり合いlffj皮で安定した1;1析を送っていること今

ロ， 主紛の教fj ;f~å度がdJJい乙と 。

ノ、 主婦のレジャ ーが:J二かされること。

ニ，主婦の年令構成が若い乙と。

2. 学習集団が生れるまで

i以後の目まぐるしい社会の変化の1.1.1でー 人しH将加に伴う住宅不足が生み出した集|沼住宅あち ζ ちか

らの寄り合いで発足した貝塚団地も， 5 年目にして，子どもたちを媒体とした幼稚園母の会，小 ・ r~]

学校 PT A ~#く桃のつながりの中でく 5 名のお隠さん方が中心とな 4 たくグループの結成が思い:立た

れ，地域公民館と街Nな述携をもちつつ，学1引の計闘が考えられく活動が始められた。

一般に，仰かグループ活動が始まろうとするとき ，最大のなやみは会場であるが，乙のグノレープは，

団地中央部にある集会所 (45m')が利用出米たととは， 思えば恵まれた環境にあったといえよう。 し

かし， それだけで， このような活動が出来るわけはなく， そこにはやはり「社会にとり残されてはい

けないJr社会のエア ・ポケッ トにならないように」という心意気が， グループをささえてきた。
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3. 学 習 内 骨"均四

学 習ー覧表

科

目|ーlTitrfTY1E|到土
f品 仰 lg県

j 時!っ十l市tヰi「〈ヤ|ー4lll苛汁VjVb「l工m 十J百三
6∞∞ : 7.30 i 8.30 

!日l

{'''' H I 100 I 250 i 300 ~ 250 I 300 I 300 I 200 I 300 I 300 I 250 

制u 時

一
三
二
町
一一一一一一
一三

ι
=

一

一

同
目
同
国
同
日
円
両
同
一
み

予
一山一同
一M
E
A
l川
E

A
M
-

一一tT一
五
|

三
刊
誌
百
十
一
戸
牛
車
両
手
金

寸
|
寸

li--罰
l
寸
1

1
1
1
川
布
|
寸

1
1
寸
川
寸
J|
|
初
11
1
川
寸
1
1|
罰
|
F
i
j
i
-

一一同一…五一世間帯一也市
－ 15 －



(学習する婦人たち)

このうち溜字，図画，英会話にはこどもも参加して

いるが，他はほとんど30代のお母さんばかりで，非常

に若々しい感じがする。円]地の住人であれば自由に参

加でき，会資さえ納めれば，学丑が学校でJWJ義を選択

するときと同じである。また内容も段NJのアンケー 卜

をもとにした，あくまで，現実の生活を県本にしたや

り;方がとられているの

しiJ'し，乙ういう fJIJIさが.1凶としてはグループの

Jlli常上に，忠、わぬ1様車ffさを招くことも笥定できない。

人気のある科目は.;r1北と数兆市町長Eで J1]災t'I')な技術と， 高い教iti'I乙結びつこうとするところに，お

母さん方のたくましい姿勢が感じられるつ

4. 学習活動の問題点

W]i也|付における化的火化の{品川!.教徒のIcuJのため以 上のようなヤ得活動が進められリlるい地縁

関係がきづかれつつあるが，次のような問題が考えられる。

① 学習内容

アンケー卜をもとにした'γぽ活動のテー 7 が来たして，地域にi有料したものであるかどうか.地

域的な要"古と似人的IN心との関係の追及の問題。

② 各種団体との協調

[1町内 I~ I 治会(ども会1'1成会，地域の P TA句作将l守|休 との品11介の伴i伎の問題。

③ 運営

ili 't~í; .~ .Lt会，千キ科辿総会のt'l均給ω阿検討。

④講師，助言者

消印li.WJ活者はあまりに平1白人すぎるようで，なにか権威に!jiJiりすぎる傾向がありはしないか。

これは， 一つの魅)Jではあるが. IJZ i(， i ，学 1(~1 に正1-:1百件がやや稀?草であるようだ。この傾向は，少く

とも大衆的t'i:l私ではない c

5.む す び

集 [~tl的生活環境にある!オ1J:!!lでは，その近代的な (:H ' rω構造や~tii可絞 Jえのために ， [1 1 くからの地縁関

係にある点以からだけでは処J'I!.しがたい，条件的11剤約をもっている。乙乙では，それらに対する新し

い問答が婦人の学;11i;1j idJ 1ζ鋭、介されて，試みられつつある。前述のように，教主主講座のどときは，や

や大衆的性絡から速いが，それを補足するものに各加趣味活動を持っており ，それが日;常生活感悩と

結びついて，地域生活につながり.llll内自治会，子ども会育成会，地域PTA等の諸活動と，総合的

な活動のJr~を浮び上らせており， IIlJ婦人部が結成されたり，町懇親i重illiJ会がj，'iたれたりして，この辺

から，明るい10]づくりが進められようとしている。
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E 都市周辺及び近郊町村における事例

事例 1 • 北九州市若松区島郷公民館畠因分館

分館長楠

1 .地域の概況

1専 門

此の地区は311そうした地形ととれに伴う民 ・f!"・肉 ・工 ・の人間関係が，ひとつの地域をつくり，

小学校4，rl]学校 1，高等学校 1，の文教地と， 4，028戸と 20，156人の人口を有し純12漁村地，!?;の性

絡から積々の形態へ移行変貌している現況である。

低品質炭火力発電所，楽翁荘，工業用水池，ゴノレフjJf;.iir'gパス月合，病院がその19IJでありやがて

生れるであろう北九州市のベットタウンとして約束づけられている。

過去NRIl性強く嫁とがiのあらそい，父一辺倒の家庭生活でもあった。次から次へと人間関係が分裂

して行く姿を深く見つめ，前進を阻む降~~5:をつよく LI:i'';:した今日，新しいものとj!lいものとの窓識が

交流しながら，村づくりの力づけともなり，住民の持つ!惑応性，協調性をつよく呼び灰す好機が，み

んなの臓いとなり，この願いが新生活辺助の方向づけ価値づけともなっている。

2 問題点(地減社会の変貌の実態と運営上の問題点)

変貌して行く此の地区に多くの悩みが生じてきた。

1. 兼業農家の地加

2. 若い者の俸給生活者の増加

3. 土地買収に伴う利害の対立

4. 結帰への悩み

5. 伝統的行事をめぐっての対立

6. 若妻とfr，!iとの人間関係がEE'Bとなってきた。

7. 家庭のくらしの立直しの必要にに直而した。

以上のi織に地域社会の変貌と共に，新しい地域主l会，新しい人づくり，新しい家庭づくりが要求され

← ん。

3. 問題解決のためにどのような運動をしたか。

此の問題解決のために，地域を考え，家庭を考え， I~l 分をみつめねばならぬ真剣な生活態度となり .

若委と姑の家庭窓掌がつくられ，此の地区の構;也!図が各分自uから出された。

吏lζ新生活迩動の 6テーマである， 1. ['教義J2. ['家庭生活J3. ['生産J4. ['生活改善J5. ['良公

休日J6. ['環境衛生」を高める生活の実践活動がなされた。更に進んで人づくり， 家庭づくりの家庭

の話し合い迩動へと発展した。

1. 住民の募集による家庭の*'と語
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「家庭会議でたのしいくらし」を全戸に配布した。

2. 分館古川ζモデノレ米庭が職業別lこ推i}，!jされ実践活動のrlコ心となった。 C数は81家庭)

3. 吏lこ38家庭を，モデノレ家庭の助言誘導推進家庭とした。

話合いの形は，家庭の話合から，父と背壮年の話合から母と子供の話合から，夫au}の話合から，職

業別による話合から，此のような形の請合から次のような松:誌がつくられた。

CE::t市，真実，感謝，反行)Il!:にあたたかい言葉いっぱい巡動がw唱された。又モテソレ家庭の分館の
くらしの日t11がつくられた。

4. 公民館の施設設備の果した役割

1. モデノレ家屋が生れた。

2. 若夫品jの別室がつくられるようになった。

3. 家屋の改~R工犬がとみに高まった。

4. 米庭の大事さが地域の話題として強くなった。

5. 父視の生活態度が反省されるようになった。

6. 生政1(liとしてJ斗郷白菜の特民地化及び果樹図の!H剖化が促進された。又一国貯蓄の活動がとみ

におJまった。

7. あすの1;;¥郷の椛氾l闘が1'1られた。

8. 各分飢のLI主ilirtiJが深まった。

23 j!自':LIJírr ~草分自" 4分館(昭和37年1lU

5. 今後の課題とホープ

1. 分血iけUUi設の充尖とiEIり合い研修lζ留志、これを育成する。

2. liljや村をきれいにするJill動の実肢体;1;11をつくる。

3. モデノレ不正Eを拡大し，校区日IJのモデノレ分的をつくる。

要はIljJるい楽しい平和な村づくりは，正しい信念を持った人づくりから始められ，それらの人々に

よる話イ!?によりつだ政活動が行なわれ，はじめて，その関する地域社会の共同の利益，共栄の生活が生

みだされるのである。

事 例 2. 筑紫郡春日町千歳町公民館

館長 キ4 国 手iJ 行ー

l 地域の概況

千歳町公民館(;t，組問rliIこ隣接する郊外住宅地筑紫 lj1~春日町千歳町にあり，国鉄材j制限駅から徒歩

15分，西鉄大牟凹線在日hil駅より10j!，西鉄春日!点線ベース日11)下車徒歩3分のところにある。東は板
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手l米軍航空基地，西IC米軍レーダ一基地脊振山，南lζ米軍春日原基地.北IC自術隊第四可団司令部と

いう名実ともに「基地の町」のrl1心部にあるため，利用度高く，特iζ地域社会の文化向上が当而lの課

題である。(部務構成状況)当町は昭和37年5月1日春日荘と荒巻の両部訴が合併統合し，名目上は，

新興部落のように見えるがその実はそれぞれすでに十数年の歴史を持っている。

春日荘は.lijli，時rt九州飛行機の工貝，社宅として，荒巻は終戦後の住宅難を解決するため県が建設

した用地で，併せて700世引からなり，春日町内でも 1.2位を争う大きな部務lこ成長した。

乙れを職業別jl十，ilJ数で表示しますと左記のとおりです。

公務員及び準公務員 390世!日

会社，工場勤務者 215 " 

商庖数 45 " 

その他 50 " 

2.問 題 点

新興部落という志ぐまれた2つの部彩は，それぞれの環境の中で旧米の慣習から脱皮するため，そ

れぞれの公民館を中心に生活改誌と文化教徒を昂めるため，続々の集会がj~jt.これ，鋭意その進歩向上

iζ努力した結果，千歳町としての介併発足の気迩が品まった。荒冶県住払下け's'f1切に|刻述し荒巻公民

館の早急立退き命令が時あたかも，春日~'Eの単独予算による公民館主主役計阿と偶然に一致したととが

部青年統合の直接原閃となった。

理:t1.tの公民館lli設の相言葉マl府和37年5月1日希望の船出をしたが，Jll心、の阿m~治:性の調終が無視

されていたため部終統合後公民館運営上の困難な問題点が現われた。

1. 春日荘は，工R住宅をiUt.1乙成長した庶民的グループの:ttいのため;)1":引に融和t'Uこ口み団結心が

強いのに対し，荒巻は団地族にみられる例人プレーに徹し融和性に乏しいという両部活:の1f'j~的な性

絡の相違点があった。

2. 職業別世，HJ構成からみると，春日荘i乙比し荒巻の大半が公務1"1及び会下I:nという職業広識からく

る変な芯味のプライドがたかい。以上の2点が公民館運営上の問題点であった。

3. 問題解決のために

千歳町区規約第1条の「和と発展」を第1年次の目際に百き，人づくりとグループio'fil)1こ計画の責

点、を置いた。

1. 子供会組織の改制UI ・ H ・..先づ婦人居の文十与を受けるため， 子供を通じて隣{足感仙の m~~ りあげに日棋

を置きブロック勾lこ隣組lJi.{立の小グノレープを編成しブロック班長のうえに子供会会長をi置さ，母の会

からは相談役として子供会指導会長を選出して，各ブロックの臼主性を見守った，その結果，今まで

口もきかなかった母たちが子供可変さに，それぞれの立場を認識し話が交されるようになった。主と

して団体行動によるものを選び，各組対抗ソフトボーノレ大会，キャンプファイヤー，盆踊り， 習字，

ヤマハオルガン教室，中学1年から 3年までの課外補習として学校当局と密なる述絡のうえ本年5月
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6日英数学教室を側諸した。

2. 婦人部改編……従来からの婦人部の体質改善として政協物品委託収先を中止し，教主主と実益を兼

ねたグノレープ活動IC重点を世いた。先lζ述べたように，性絡的相巡のあるl日部落品I}人をいかにして集

め，いかにして融和させるかに苦慮したが，知人部の幹部の努力の結果，対抗意識がうすれ下記のよ

うなグループが出*t:こ。

1. 手芸 2. 料理講習会 3. 習字 4. i.泊り 5. ~I}入学級 6. 77さんコーラス

等であり，従来は公民館外のk¥l}人部として活動していたが今回は，公民館前j人部として吸収し，みん

なの意見を尊重し，決して強制的にしないととがグループ活動のさかんになった原161といえよう。

3. 青年部の改編……青年は婦人と巡って早く融和し，グループ動も活発で部落融和の先達者として，

子供会， ~I}人部， 年輪会等の仲介役としてその責IC 当っている。

グループ活動として 1. 青年講座 2. 料理 3. 生花 4. 趣味 の会等の活動により

との層の融和が保たれている。

4. 年輪会の拡充……若人と老人の考え方，嫁と姑の問題等多くの時代錯誤の怒りを胸lζ秘め余生を

送る老人iζ娯楽の途を講じてやるべきだという発案がかつての春日荘公民館役員によって唱えられ，

昭和38年8月25日発会した。 当時30名足らずの会員が集会の度びIC増えて状態を木の年輪にちなんで

その名を「年輪会」と銘打ち，自然を愛し育てようと，部落の一角の県有地広場の竹歓を寒さに負け

ず始めたi]日墾を「年苦手の冷水」と冷笑されながら耕やした花畑が，いっとは知れず部落民の協力によ

り立派な花組と変わり，全国的に展開された公民館の「花ーばい巡動」の指定地域として指定された

のが36年5月であった。

今では，毎月 1凹の定例会には公民館IC集まり，かつての苦労を忘れ，四季lζl咲くきれいな花を眺

め，膝をのばして終日笑いが公民館IC溢れるようになった。

4. 公民館の施設，設備の果した役割

年輪会の9ð~誌に協力完成させた部落民は，日増しにその内容を縫えた広場iζ対する愛情は従前と打

って変わり，部議統合のため一切の部治;財産を売却した{1'財で千歳広場の一角ICしかも部落民の協力

により完成した花仰を背景IC~坪80昨IC&ぶ理想の公民館が37年11月完成した。同月 21 日落成式終了

後，旧春日荘時代の千歳祭を ~l拒大 IC実施した。年輪会の方々の一寸した奉仕作業が千歳部落発展の大

きな礎となったととは，部1紘史iζ永久に巡るととと思われる。

5. 今後の課題とホープ

1. 公民館の活動を反省する時，いろいろ問題はあるが，その中で特に活動iζ参加する人々が回定化

しているのと，関心がうすい不特定厨と全然参加しない層とが判然としている乙とである。

これらの層にどのような活動と1i策をたてるかが今後の研究課題である。

2. 当公民館は，幸いにして「花ーばいi!i!助」と「新生活illi勤」の指定地域でもあるのでとれを機lζ

当千歳広場を立派な住民の惣いのJ:oiとしてフラワーセンターを企図している。

－ 20 －



直産炭地，における事例

事例 1. 図川市会社町公民館

主事大 月 5ム

1.地域の状況

田川地方は，その省農村であったが，石炭資相jiが発見されて， 産業構造が一変し，農業iC代って

石炭鉱業が発展し地域の様相は変貌した。

近日寺，炭田の老朽化と燃料政策の転換により，炭鉱の閉廃休山，企業盤側1快1iili . 中小工業の倒

産，疾へい等の現象がお乙りその結果は失業者の続出停溜を生じている。

当会社町地区は，乙の田川市の西のi淘庖街lζiili接した，面積 1.5:;1<:方キロの地域で住民は大むね

俸給生活者，労務者で占められており ，戸数350戸人口1，427人である。

なお生活保設世;iJは71戸 (5戸IC1戸の剖)である。

2， 公民館の活動状況

(1) 予算

昭和37年度総予算75，000円(1戸当り 1ヶ月25円)

(2) 目標

昭和37年度努力回収!

(1) 生活合理化

(2) 公衆道徳の高錫

(3) 家庭並びIC地区環境衛生の強化

• (4) 青少年の育成補導

(3) 主要行事

(1) 婦人学級，料理教室，生花教室，省道教室

(2) 成人式，子供大会，敬老会，映画会，展示会，巡動会，母の日行事，慰E霊祭，ハイキング，図

碁将棋大会

(3) 諸集会利用92回(人員延1，020人)

3. 運営上の問題点

(1) 地滋環焼の悪化……産炭地の変貌がそのまま，精神的，経済的に地域環境IC影響している。

(2) 経費簸……1戸25円程度の負担が限度で施設行事実施lζ支障を'*している。

(3) 青年層の減少……地域振興の中心となるべき背年層の他市への流出がはげしく ， 公民館運営

の面にも支障をきたしている。
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(4) 指導者の不足……優秀な指持者が転3tqのため不足をきたしてきた。

4. 今後の努力方針

(1) 新築公民館の建設……現在の転用純設から独}'r.新築の公民館の建設へ早急に実現化したし、。

(2) 膏少年の育成……特lζ子供会の，より充尖に努力する。

(3) 明るい地織環筑作り……現在のE;l境忠化lζ 対決して公民館活動のカによりIYJるいお境1'1りに

努力する。

(4) 設備，備品の完備 …・・現在の貧弱な飾品，設備を徐々に完備してゆく。

事 ~IJ 2. 田川郡糸田町真岡分館

分館長 J{，ま 円滑 十

1.地域の概況

人口 1，010 戸数 257

元民間炭鉱炭住街で，約15.000J干の敷地lζ四つの炭ftl軍拡がある。

昭和33"下5刀閉111.同年12凡合疎化法口上。閃111後前5'+，嘗つては糸田町内に数十を数えた炭鉱

も現在-i1cも政さず閉11ii111した。

2.問 題 点

Z只'1同}部郁t終持2お57引11片Tト川，;川l

f最及{低氏限皮のQ沼がf何fめるτ事jドLが， 住民の生活:11欲を桜皮lζ低めている。 うた対や緊就'F'}tIC口官h'いとし稼

働する他は， m川 Tlïl付や l:ßI!~の炭鉱でもぐりで働いたり，いわゆる拾い仕事に出ている。 ζ のよう な

現境が念行iと校約の気風を育くむrlfrt床となり ，~t'}tをのられない人迷がß !ζ浴れ， 学蛍は教ff扶助を

受ける乙とに{iiJらの疑いも挽まない現状である。乙の実態はrl1々 しいI[lJ1mである。

3. 問題解決のために

(1) 授産所兼公民分館建設

合理一化事業日|から払下げを受けた炭鉱病院本館を増改築して71.82坪の施設を1'1った。

(2) 子供会活動の育成指導

名部均年1ijIC下{II:会とそのずT成会を1'1った。子供をrp心にした分的活動を展開した。

(3) 労働意欲高揚のため内職奨励

まづ抑人会をrlJ心にして内職活動をした。レース編み(タ コ糸編み)動物バッグ製作

4.今後の課題
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(1) 自力更生への努力

婦人会，行政組合の組織を中心に話合いと実際活動としては授産活動をさらに推進するかたわら，

強力な政治措置による工場誘致促進を期待する。

(2) 環境衛生等の整備

共同便所，下水施設の整備

環境美化巡勤展開。

(3) 団体活動の助成

子供会，育成会，婦人会，青年会活動の生成発展をはかる。

|町農山漁町村における 事例 |

事 例 1. 糸島郡前原町末永部落公民館

前原町末永 中

1 .地域の概況

前l浜町の中心から南東部へ約 8 粁包~rll 々系の山麓近い純農村地，出である。

1. 戸数 89戸

1. 人口 447人

1. 職業構成農業90% 商業その他10%

1. "民業規紋平均反別約 11町山林は少い

村

1. 生活程度は平均して中農といえるが最近青年，戸主共日稼ぎに行く者が増えている。

1. 同和地区 12戸 50人

農業 4戸 出稼ぎその他 8戸

2. 問 題点

半

1. 地域の公民館活動を推進するためには先ず地域の人々の人間関係が大切である。人の和なくし

ては如何なる社会教育活動も忠義がないと言える。特iζ民主的な部落をえli営し教育活動をすすめ

る基本的な課題として人間尊重の精神が生かされ民主的な明るい部落作りが考えられなければな

らない。

2. 32年6月末永部落に於て田植の際ある女性による米解放部落l乙対する失言問題を契機として，

全部落民相集い今後かかる ことが起きではならない。また起乙してはいけない。部落の発展は差

別のない平和な明るい人間関係にあるとし人権尊重問題，民主的社会の実現を一般に認識させる

べく部落民と度々協議を重ね，ζれを部落の公民館活動としてとり上げ農繁期を除き毎月15日を
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司.-

股休日と定めて午后 1時各戸より必ず1名以上出席して講話を聞き，また話し合いをしてお互に

人間としての修径をしようと申し合わせた。また郎務の教育目標として次のζ とを決議した。

1. お互に人権尊iJ!.を致しましょう。

2. 人を尊敬する人は尊敬される人であります。

3. 人のよい点、を凡て人絡を尊'll:しましょう。

4. お互に修誌に努め人格の向上を計りましょう。

5. 人を批判する乙とよりも臼分の今日を反行しましょう。

乙のスローガンを部第公民館の正面に高く上げ名戸にも一般によく自につく所IC貼布するようにし

，.、F。

また組織として同和会 U同和教育推進協議会)を結成し会長1名目IJ会長 1:?-，委IH 名を選出経設は

部首~1~IC より 15 ， 000円を計上し地域ぐるみの迎勤には入った。

3. 実践のあゆみ

同和教育をあらゆる教育活動の中心課題として実践活動には入ったので最初は感家活動を主休とし

て談演会，主主i}講座，映画による話し合い等を定例日を巾心として開催した。その内容は

1. 部落問題を正しく認識しよう。

。剖1務の歴史 。差別の実態と解放問題

2. 人材n:~~'õfi:を徹底し生活化しよう

3. 青少年問題を理解し地域ぐるみ育成しよう

4. 新生活迎動を推進しよう

講師を招いての講座型で学習内容に興味がなく出席させるのに苦労したが，次第に認識も深まり進

んで出席するようになり，また学習の内容もnjと岡話し合い等の方法を取入れ楽しいuiいにするように

努めた。

またその結果生活の中の問題をお互の話し合いの中でとり上げ改善していこうという態度が生まれ，

例えば傭人に対する扱い方も民主的に家庭の 1人として差別をしない，その人材者を認めよう. J1~休日

等もー諸IC休ませようといったJ1lし合せも出来，次第にl児るい村づく りが実現されつつある ことはや

はりこの迎動の成果の芽ばえとして喜んでおる次第である。

4. 今後の録題

明るい地域社会の正t設はやはり経済の安定が基本であり，行きづまった!lUtを今後どう考えどう改

善していくか大きな転換期でもある。股業情造改善も本町で実施されているが.がいろいろ問題も多

くまた青少年の離良，都市への集中化は当地ICも今後の大きな問題となっている。乙ういう直而した

課題を部落一丸となって切り開いて行くためには公民館活動をもっと生活に直結した研修の場として

考えて行かねばならない。またそうする乙とが真に明るい村づくり，差別のない民主的な社会の実現

につながる ζとであると思われる。
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事 例 2. 浮羽郡浮羽町樫ケ平分館

分自1長 纏 if 
り抗
J
T
い

雄一

地域の概況

1. 戸数 62)' (内jJ2'唱え57)'JI山家5戸)

2. 人 r1 3401'， 

3. r，~ 女千 ιjt井f'I'I'打l私 31λ6 ii位

1. 111林所得収入を lとすJ574〈服、

1. 任H也

1. ~;j/)J ，〆

lO.f' 

15F" 

20戸

1. 常業 4戸

1. Jt他 (111林 1 旧均11，~ih9jの所得はあるがJtのいづれが 1 でもない米) 13)' 

4. }}f:ü~;活動の実態(主なるもの)

1. イド始金 約80l，y前より続けられている。

1. J1~ 1* FI の実施 II!{杭136年J{[ょ1)

1. 1約犯幻の設ifi: 昭和37年2)J 

1. 水稲坪刈共進会の実施， Wlt弘前年同iをLj"心として1附和351，fより'.kJjIf!

1 納税率術獄Sr.世'j'金災施

1. 医療J't 稿、k貯金実紘

クループP活動として

1. ft 研究グループ 製茶TJ;!，，) 2 加入者戸数 19戸

1. 来 俗J "日和32年j文よりli'j毒薬共悶購入， ;ft~t討会災施

1. 牛飼ff H自和35今度より 共同税収金 jt同飼料購入 B活し合い会

1. 杉 j~\ 共同日反ッ正常

外lζ婦人会， 13年白I.fll'、会にはそれぞれの'Jj:業及研究グループがある。

指定分館を委嘱されて

昭和37正下7月13r1

指定分自l':Jkびモデル f供会のliJf')¥;を委嘱される。

7月15日

;邪務小組合~に指定分i1íliを委嘱された引を音| り活動 I~I 似なと、をt活し 17 う。

活動目枚として，妹川公民館より指示されたとおり，まづ肢もJJは分館の組織を「くる，'HIこ定点、をお

き，年間事業苦l'阿及び予t)i:のおで話し合った。

父分館長は，小組合長の必~JIを聞き，小品~l合代表及び~~}人会 ， ï ~j"!Jド， Jl~ lZhì!J "f l'~\， II'j防聞， 下供会

各代表，学識経験者等による分frujlli '~;~t稼議員を選出した。

8月4日

運営審議員会を聞き ，分館役員の選出，各部を巡る:ji，分館活動1::1仰などを審議した。
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8月8LI 

うT1'1" ~n i}館役員の承認i事務としてやりたい主な行事，年間予知，官官落総会をIjMき(戸主，信1}人，

館組織の事で ;ìî~. し合 っ た。

たとえば盛業方面ではどんな事をしたいか，保分館としてやりたいぶな引業は，各郎ごと，③ 

健衛生方聞ではどんな事をやりたいか等沼港会員の意見を聞いた。

現物(米)による分館'lU徴収等 3つの収入に;仔附及び補助会，自己負担，予算の収入では，@ 

よる予算をたてる容にした。

メ夫婦問じ部に入らない作小組合からどの部にもはいるように，各部員は希盟者ではなく，

ように役員に於てがとめた。

。
9jのJJが同じ部に入らないよ}部員がきまっていたので，この場合婦人会の方が，支部学級で，

うに部員を作って行ったので，的)単にして全員のなっとくにより部員をつくる事が出来た。

尖際

J'Jl<D 

い …
11向民生尿義
縫使号∞

。〉i円助平分自1ケt'~ 

月

瞬
間
衛

委
共
季
て

館
て
夏
い

分
い
と
つ

定
つ
除
に

指

K
防
生

姉人消防の編

成

ノk稲共同Il!:il徐

7 

蚊蝋の撲滅

椋

知識の向上

婦人消防の結成

明るい人間関係を造る

分自白組織の強化

集会集合時間の励行

明るい笠かな村造り

段業構造改善の研究

特ilU也iii成の研究

目I

T
Il--

「i
l

l
--

文化防犯
教徒部

部

-
山
い
い
MJ; 

本

j，(! 

電蓄の購入

敬者心の昂初

l 

l 

l 
厚生体育部

保健衛生部

子供会の育成1. 

青年団活動の援助

社会的地位の向上1. 

l 
Tf少年同i

獅子まわし

浪曲大会
~~~ 宵

子供会の指導1. 
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8月16日......21日

各部は，部落総会で，みんなの希望意見のあった，やりたい主な行事を中心にして，各部1どとに部

会を開き，事業計回1及び予知:をたてた。

8月22日

運営審議委員会を聞き，各i郁の事業計削il.kび年間予算を検『付審議した。

予~~1 の関係で，各市iで計酬をたてたものの内，とりやめした行事もあったが， 予算では最初の計

Imiをオーパーしたので，今まで続けていた F供会援助費(年2周)等を合めた公民館費を，各戸

より日iしてもらう乙とにした。

8月24日

分館常会に於て，事業計幽，年間予算;を確認

乙こに樫ケ平分t!i'uの活動Iこ， 実際にはいる事になった。

間罰金険制繁

竺?止止 JUl上!?i吋 J一一

クリ 即!盤

事産品評会

4，152 

|轡民懇談会

婦人消防

ポンプ操作

講習会

600 

盆おど
盆相撲
キャンプ

ぽxl

主
の
戸
と

と

会

会

年

人

談

宵

婦

懇

同共都年
業
育

作
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幌ケ ~17-分館組織

l~lIj Po~J-紬S-i函|
3名一---; (25名)
|菩:主会 |

1 ii~ 1 4Jj:昔1-1 

訂 背保文産

少鍵高
年 衛犯業

年生霊

部部書E 部部

活動の効果と今後の方針

指定分館を委嘱され，活必Jを初めるのと問時に，保育所の開設，パス.iIHII建築等の問題が部落内で

あり，分館活動がこれ等の問題と同時にあったので，多少の負t尽になったが，人の和という点につい

ては，特IC強く凡られ，告官落全休にみなぎっていた。

L 分館行事は差是休日を利用したので.出席が良かった。

L 家庭生活に於て計随l的なものが見受けられるようになった。

L 婦人会のグループ活動， 子供会の活動にたいして，戸主の協力が特に見られるようになった。

L 分館での行事，放に戸主の出席が良く，研究がよくなされた。

L 特段j也(栗)の造成の動きが見られた。(との度架荷2，500本石!新制された)

今後の方針として

生産に結びついた分館活il!JJIこ意点をおく。

特K栗の噌納が強く見られたので，栗の栽培を分館事業lこI収り入れ，特産地造成IC活動する。

樫ケ平子供会

会員 90名 内小学生 59名 中学生 31名

モデル子供会を委嘱された活動にはいるまでの歩み

昭和37年7月13日に指定分館を委嘱されたのと同時にモデノレ子供会の研究を委嘱された。

8月4日

分飽運営委員会に於て分館活動のひとつとして， 子供会も活動する乙とになり，分館青少年部が子

供会の育成会となった。

8月20日

青少年会iζ於て次の問題を研究討議した。

(1):現在まで続けている毎週土日夜間の子供会は，子供に負担になりはせぬか。

@ テレビの普及で子供会の出席が悪くなって来ているが，子供がよろ乙んで出席する子供会に

するためには，どんな事を親たちは援助したらよいか。
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の 遊び場がないため，お宮，公民館でのあそびが多いが，これら公共物を破損するような事が

多いが，どうしたらよいか。

@ 中学生と小学生合同の子供会で今後も良いか。

以上の問題は，部落の婦人会及び分館運営委員会に於ても研究した。その結果，波たちも子供の心

理について勉強するため講座を開く事にした。叉，毎週土曜日の子供会を，月 2恒IICしてはどうかと

いう事を，親の意見と して子供会?と計る事にした。
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全市町村・校区を中心とする一一

公立公民館の経営活動 事 例

rlr '丸公民自1・j也 |メ.公 I込町l

〔問題のとらえ方1

急激に.illiJf(するJ}HUI会の<1'で，人々 はi/!JJl、の旬l，iitXゃ料験だけでは/I.jf;できない状刈にjDいJさまれ

ている。

したがって刻化から将米にli'Jって糸川(こ生きるためには， ，川、iム統的な)J.J，識や経験，そして地域主|会

の生活t.!'t1~' と新らしい知識や技術，そして引代に即したn 川様式を， i'Iから吸収し，それを過去のも

のと調和させ，それぞれの{!活を樹¥'r.しなければならない。乙こに/Ij;f;文化の新しい内科とそωイ1・1')

ブfがIlrJ ~1直にな っ てくるのである。

公民館は ζ のような新時代の主主，~，'í'，こ従司て教n文化センタ としての機能をもたなければ その{f
花価値を失ってしまうような'Ji!患に点たされているのである。

ととでは，住民の "'~iH誌や UIJI付を.q:l位とした小地L>{ω公民館活動における新らしい地域づくりと/1-:出

火;化の振興iこI呼応して，公共的施，没としての1'1'央 ・地区公民館の経常とiiFi&hを刷新し， j呼称'I成して，

生活文化のliiJ上発JWこ資するように，その施設.技術，事業，を再検討しようとするものである。

ここに.ll!Hされたが例は， ~~ L\'/:施設をもち ， 充分ではないが ー 新時代の公民館にふさわしい施設，

設備を備えていると思われる中央公民館および地|又公民館の総白と活動の一端をあらわしたものであ

る。

しかしながらー乙れらω公民館の純':F;ゃ活動も，地域住民のな以からすれば，いろいろ不使なとこ

ろもあるだろうし 1 施，没設仙の足、lでもH寺代の進展Kt!fJ応できないものも多いであろう。

また情報.資料センタ ーとしての機能，そしてコミニティセンターとしての機能とそれぞれの機能

についてみればなおIh¥U{ijもあるであろう。

こζでは，乙うしたIIfJlliJ点をはっき り とぷ識したうえで，それを \'，:JJI~するために.どのよう な考え

で，どのような方ー法がとられているかを中心に検討してゆきたい。

また，将米l己的えて，生活文化の振興のために，その内容と干Lりんをも検討し，人々のさl::i.5に悩イif(

あるものを鬼集，終t~! ， 編成して，も っ とも効果的プf法をも 司 て'fi$;を批准する新らしい組織体制を

かためるため役虫てたい。
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I 団地や市街地

事 ~J 1 北九州市八幡区陣山公民館

久申書区清納町 原 l/ff 

I 八幡陣山地区の概況

1.人 口

区会名 |町会数|組数|戸 数|人口

25llZR 
|37 I 孔8l4叫9叫

保護世得 212戸

2.学校施設

学級数 |児蛍数 |学校図お

陣山中

間I山小

城山小

3 ，172m 

4，716 

1，965 

百| 9，853 

1'1コ学卒業者の進路

3卒業数

進学者数

360名

255名(公151 弘104)

80名就 日除

家事その他 25名

i悶 j苔 j~

N

ト

1
1
T
l

3. その他の施設

O 八幡児童文化センタ o 八申書勤労背少年ーホーム 0 ，出 動 公 |判
水泳プーノレ，テニスコー ト，バレーコト，球場など

O 派出所 2O 小公開 4カ所

O 公共職業安定所 1 

4.地区の特長

(7) 東西lζ短かく，南北lこ長い地区。

o H用品市場 3 
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悶鉄，西鉄とで南北IC2分されている。東は八機製鉄，アバー卜問地，閥は黙山崎駅前をLJl心と

した繁ii>i街lζ隣接している。

川 中小企業工場の密集する地区で，乙れに勤務する従業員の数は多い。

各ゴ場の述絡機 各地降下:t!tt脳ft!: エ)地区の職業構成

関として， 築地

会 (73+1:)安協

会 (58t:l:)鉄 l

業協組 (37m

等があるの

(ウ) ;~煙の多い地

区で，北崎城11，

地区の降下煤臨

量を，他diと比

較してみると，

つぎのようにあ

げう~1，る 。

八 M 山|関 5
札 幌 | 25.5 

東 21.2 

ケ守主

E 陣山公民館の概況

1.所在地 北九州di八瞬l返桃悶公脳内

2. 開 館 /I!1和35勾:11月25U

3 職 員 4名(館長 1. 職員 1. }目務員 2)

4.平面図

18: 分 |労

l-l八幡製鉄 I 37.1 

並 l 三 変化成 3.2 

関 ! 安 川 電機 2.7

係 ! 黒崎 zm 2.5 
l 中小企業側係 ! 18.4 

前!問品，食料品 8.2 

電気製品販売 0.3 

次料品販 3t 0.6 
楽 JIIJ 0.2 

三三 型 J. _.~・ 4
会社員 I5.6 
公務員 3.8

教職員 1 0.8 

建築業 4.1

運送業1.3

自由労務者 1.9 

その他 5.6

業

関

係

一

て
ー

i
川
|
川

|一

O 位 向'

O 建築資

561. 97m' 

7， 314， 700jTj 
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6，機能

区 分 I'~ ~・

t時 "・B'Lー 引~.~. -<イクアンア，卓球合

調l
有1 ヰt 21. 5~I，'j ，カ " 水l礼押入

;澗 PH fj( ガス 7孔，ガスコ ンロ14合唱水道7蛇口.ユニットキッチン式

事務出 ラジ;d'， I司書，小会議机一式，ガス l孔

湯事~ t品 iも1茶HJf~F倒Ij，ガス l 孔，水道 l 蛇口

Jf，! 
小 会議孟i 6帖，押入

イ史 所 女子用 3，男子用大1.小3

教材器具 ミシンJ呉4台ノオルガンJ6レ台用，具制.迎用球具用4jf0L人分 式，区|普《氾111) I必7j~fHパネル10枚，
手宇

JI:UまnJn， マレーポ一 野

述絡1m具 自転車.ホンダスーパーカプ(J臓民用)

ti/i. 
印刷~~具 デュプロ印刷機，輪転勝写機

~~ 
視聴覚~具 エルモ16偽映写機，ポータプルプレーヤ，ステレオプレヤー

結婚式用具 会席l臨調l30人分

材
その他 敷ソゴ盆ザlなO本ど. ガスストープ7f1，mm・将棋谷2組.灰皿100，湯呑150，その他ヤカ

E 公民館と地区活動との関係

1， 施政 ・備品の面から

('7) 利用状況

!三ζ7司周哀調
¥¥¥ |件数|人民|使則料収入

~-庄 一一三コJ _ __.J 一一ω1 矧 一一白一3芝5叫 一一-存r--一一
口H昭目和お年皮 1，222判2司142，12判01 35ω叫3司111路忘，77苅

昭附皮 |lベω7村ベ ベl加
付州) 凶醤沓;の挺供

公民館図書 ・l閃書館貸出図書を提供

(坊卓球に提供

講堂の7Rいているとき。(午前12時から午後5時ま

で)

(エj 聞休の利用

利用状況内訳

区 分%

館主催講座講習 22，7 

社会教育関係団休 15.3 

文化団体 0.8

地域サークル 8.9 

福祉関係団体 2.3 

学校教育関係悶休 0.1 

官公庁 3.5

会社工場 5，1

労働組作関係 3.3 

!除域 サ ー クル 9.7 

民間間体 8.9

結婚式1.6

その他 17.8

諸国体の書類戸棚。述t品川知のためのプリント，ポスタ一等の作製場所ともなっている。

附結熔式会場として

品il人会生活改務委J-l会のLiHJ

b力) 施設の維持
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0']年交換会受付風景)

(絵岡諦rnIで絵をtlliく)1:;"年たち)

地域首年グノレープが館の大掃除に奉仕。

J血区老人クラブが館周辺の除。事作業。

婦人会が座?帯同の洗濯，入れ待え。

2. 活動の面から

(7) 学習意欲が高まっている。

講座，学級，講習会への参加者および利用者

が増加。終了後も自主的に学習を続けている。

川新らしいグループが出米ている。

地区新成を祝う会，青年学級等で均年グノレー

プ。図書利用者を中心とした読識グループな

ど。

(ウ) I1被場勤労者の利用が多くなっている。

ま1'5~l:尺入門，危険物取扱諮おl などの開設に車IJ

ji~ されて利用がi曽している。

(エ) 地区内諸国体の怒志疎通がなされている。

隷1l.J地区会議，間体代表者会議などにより，

|週休相互のコミュニケーショ ンができていた。

(オ) 館外での治活動が活発になった。

fl会学級，小J也1><:公J(II，':と J山総をとり，その活動に協力している。

W 今後の問題について

，. 施設とその利用からみて

明 不IJJ日i白方1]と部l五数イミj乙の1I:H)lii。

O 職場勤労者，地域防住者のいづれかの利用に重点、をおくか。

O 地形，人口数，ii!i&bm:Iζ過した施設規模のありかた。

(イ) I!i'J J;'.j辺の屋外施設と H iJJ似f'~!1 の私的充実の問題。

2. 活動の商からみて

ケ) 公民館対象地域と J也氏/)':1 1ヨ1休ω車/lWík~車問のス。レという 11 I1題。

{イ) 公民館を伏|占的分室のように)5'え，1羽識を配iiii.する休iljlJの問題

(ウ) 公上巳館十世を， 系統的に全戸内UIJするIIiJ脳

1エ) 縦j~1J りの行政組織の 1 '1 ' でω，公民自fíの[古~~:と，地区の多彩な ， i1'1 1ldibとの迎合の |河辺j
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司E 例 2. 北九州市戸畑区鞘ケ谷公民館

分館長 a
J
 

J
 
Y1 以; 自IS

I 地域の概況

北九州産業経済凶の中心にfli.し，ス然の良港、凋海Ii告の門戸をしめるとともに，背後の筑波の石灰，

大陸貿易の至近法地といった必まれた条件のもとに，八幡製鉄戸賞II製造所の設立をきっかけとして急

速に発展した街である。八械製鉄戸畑製造所，目玉工金属.)I!lガラス .Wi!(':，担1flj'. 明治製糖. I~J治製薬

や，新らしく製鉄コ ンビナ ート として出現した八格化学，九州化'‘j!~，八鱗鋼:rr.さらには遠洋底引絞!

業として有名な日本水産，報告Jk必などの近代産業や水能力n工業に代表される大企業や，計十台地IXIC

集中する中小鉄工企業と併せて，働く街、としての姿が戸畑|の特徴である。

乙の他戸畑の市街地面21iが県下20iliの内政小であり，人口密度も向く.'E凶手j・数の人U往i集地，lUで

ある乙とも，戸畑を語るにあたって溶すことのできない点である。

夢のかけ橋「若戸大橋」の完成や「北九州IHJの発足とともに，その総合的なllli発計削の中で，新

らしい街づくりに脱皮しようとする市民の慾欲が，社会教育の締約1!IJに示されJ抑制されて(.、る。

とくにI(ij'jヶ谷地18:は，八幡製鉄の社'bttiとして，戸知lの南部に八幌lざと隣接して位置し，地域の特

殊性に根ぎした活発な自治活動が行なわれ，公民館を小心にした社会教育の鴻活動推進に目覚ましい

努力が続けられている。

戸 畑|の概要

L 1百 五't lL53km2 

「瓦~吋1耳伊畑
|面積(96)i 4.41 3.1 1 

2.人 J:J 108.708人 (ギ 55，502人
y. 

人11';軒皮 lkm:!あたり 9，428人
53，206人

人[1ω推移

110.000 ー』 ---100.000 /一 、-
90.000 / 
80.000 /' 
70.000 ~ 
60.00弘 /〆

担壬三20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 
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政業別15才以上就業者

計

1.861 
ム|

3. 

数

100961 

45，4961 

職業別15才以上就業者

職業|関|臨lL;lL;lij臨時勝戦131獅|総
土|:K11121T4fR「
ii「71ml 24 4 ml lU4 871 -卜叫

4. 

区分

戸畑区

ち
谷
区
ケ
う
鞘
地

公民館活動の現況とその問題点E 

地区公民館活動の現況

小学校区Jjt地域住民の要求その巡illIJIこまって，戸畑における公民館活動の上で特筆できることは，

地区民のしかも乙の公民館運営についても，{立を;規準にした公立公民館設肢が災現したことである。

各地区社会教育運営委員会ですすめられてきた主な事業※ 

(11日和37年度事業より-38年度は新たに肖少年部を設置)

O 公民館活動についての座談会 O 公民館開館記念
O 社教だより(公民館だより)発

O 公民館まつり O 市政懇
O 社会教育活動研究発表会

O 定例委員会 O 部長述絡会
行事 O 各種団体懇談会 〈

行 O 社会教育活動アンケート調査 O 委員研修会

談会 0 1'算の調整 O 団体指導者研修会

O 映画教室
O 経済講座

〉
総務部

0 1時O 成人教室 O 市政教室
O 料理講習会 O 同好グループ育成(ペン習字，茶道，詩

吟など) 0 背年と婦人のつどい O 短歌俳句募集
O 法律講座

O 五市合併研究会O 部会

事解説講座
教養部

O 青年講座O 老人教室

O 青年学級(ユース ・ルーム)の育成

O 施設 ・史蹟めぐり

O 地区歌合戦

O 親子ハイキング O 地区演芸大会
O 新年カJレタ会 O 開港 ・将棋大会

O 衛生講座

O 盆踊り

O 民謡教室

O 部会
o 7:<l 

O 草臨時習会

厚生部

10 部会 O 中学生会結成 O 中学生会育成のための康談会・研究会
社会部 o子供会育成者研修会 Oラジオ体操 O 年末年始新生活巡勤 O 生活改善講習会
10 青年のつどい O 青年団育成のための研究会 O 街を明るくするための座談会
| O 中学生のためのレクリ エーションと話し合い O 新生活運動推進のための座談会

O 初日を拝む会

ークダンス ・スクエアタンスのつどい

( 
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各周代表で構成した，分館i迫営委員会によって自主的:illi営への努力がなされている。同時に活動面に

ついても分館迩営委員が地区社会教育連蛍委員会委員(各校区毎に地区の社会教育諸活動推進を目的

に自主間体と して設置されている)をかねて，公民館の事業活動を推進させている。

2. 活動をすすめるよでの問題点

地区公民館活動が展開されるとき，いつもとりだされるi課題は H地域住民の製求を活動の中にどう

具体的に吸いあげるか、 ~ h住民の ~t活課題Iζ街着した活動と公氏館経併のあり方、についてであ

る。乙の)';~!越を ヒモどくためには，そのと らえ方として，日記の点が戸両JHC 共通した問題としてあげら

れている。

(1) 区内の住民構成において， その J~茂JIHWiJ戊のj(liで， 賃金所得1.11:':-l~ が合 1fi民の79.7%を占めてい

る。

(2) 允住住民l凶と新入住氏胞の住民，忠誠のとけ合いがうまくいかない。(とくに問地H=.民と一般j百

住地，出住民とのふれ合いが少い点。)

(3) '，~，ーか ら戸畑は通り抜けの街と 言 われてきた乙とからもうかがえるように，会中|の転勤，転出

などの移動人口を多くかかえている。

とのような実態、に，どのように対処して活動をしていくか一一乙れが今筏ともの大きな1/¥]1函点であ

る。

3. 運営上の問題点

付) 先述したように， 公立公民館は住民の !jf)Jで出米上ったが， 公L己負Jの人i肉体:I;IJ(専従職員の配

i泣)が実現できないまま今日lζ至っている。(現状は， 分古館~:l長走' 分E館{山l立主:Z事}f.がJ非ドrυ'/常j

，治'/巾;活E劫可準声1職放員としておく)

(ロ) 地区の公民館、事業は分館巡営委員会(地区社会教育巡営委員会を米ねる)に総務部 ・教徒部 ・主i:

会自ffl・青少年百flを設け，その部活動として推進されているが，運営委民の任期が1年であるため，

毎年メンバー ・チヱンヂが激しく，このため豊な経験と手腕を必ーする事業i茎nにしばしばE章容がお
乙る。

川 住民の生活火化向上のセンタ ーとして，門戸を開いている地区公民館として，乙れを利則する住

民庖が，一部に限られている傾向がある。(公民館遠隔地域や団地に対する対策)

(斗 中央公民館は別として，地区公民館の設備がまだ充分でない。住民IC対する学習機会の坊を，す

べての面で完全に提供するためにも，早急な対策が必要である。

出) 公民館行事のマンネリズム化を|坊ぐためにも，もっと公民由Jを住民の生活感12から出発する， 丸

降るな場所として考え直したい。

E 問題解決のための努力

1. 中央公民館の機能を拡大する乙とをゴJ途として，地区公民館のありjjを再検討し中央と地区の

機能的な結び、っきと問時lζ，J也IX:公民館としてのなj易から，地区;の実状にたった活動推進休市'IJをす

すめる。
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そのための施策として

(イ) 成人教育(とくにl成人児子)，抑人教訂(街11入学級の';lミ施) 出少年教ff(青年学級やドJ1休1ft

l戊)などの対象別社会教育ーのj易を工夫，研究して， 'fi'1核的にすすめる。

(ロ) 地区公民館利用人flの鼎加を目桁して，公民館を利用のJgとする，各和成人グループの市成

をはかる。

け 地区内の(.1会教育関係[，Jj休はもとより，作初日i休との:i.1!絡協調を衝にして，地域における綜

合的主|会教fiの推進iζ努める。(公民館における久利1'11休こんl淡会や， ; 1"1)' If'i侮のこん"者会を

通じて，とくに新生活巡動の展開を'1'心lζ)

同 地区公民館事業推進にあたって，(.1会教行主 'J(O)II'(1針行 l吋と比IJ討の機会を多くする。

(ホ) J也f5S内の::Jdi'i把事長と， J也氏氏のぷ識づけをはかるため. ，11' i~ii的な制夜間究活助を年間 'Jl:~'UI

ulij Iことり入れる。

2. 地区住民の公民館活動に対する.Hi紙的参加を促すため。iI以ωなかからωボランティヤの必!点

に努める。

3. とくに公民館|刻係者(分館泌が;委員その他)ωliJHi度を強化する。 一一各級研修会の実施(地区(.1

会教育:iili営委員研修会ベl'31珂，向上市長研究会-Qe2llil. j't釘:1'.ι!日iJfイt (I' 3 [u卜乙の他地!ズ1ij

の委員研修や講習会の山催)

4. 地区公民館施設，設備の拡充巡出UJ0) Il~ IJH rli :.'i J~:Û!ζ 強ノ) 1こ生日前するとともに . -')jild:けにMiら

ずに地区民の手でj肱える侃lfifi勾については，地11(こ対する呼びかけの'1'で拡充をはかる。

5. 地区公民館の尊従職日配 ií~'，~を ~1 く働きかける。

W 公民館施設，設備の果した役割

1. 戸畑における地区公民館設置の経過

イ， IIH和26il-住民の I~I 主組織による，川"1><:よ|会教f!ì目立委H会が絞 r><:Jp.作に誕~I. 河川公民館

がj也Iきになかったので， γ校施設解放の社会教育諸活動をすすめるの

ロ，乙の活動のilli艇にwなって，公民航の必要性が痛感されるに"r'-り，各地区社会教育巡営委f"'l
会の主将で，地区 RIC 公民館設 1)'~: ，こ対する袈裂がたかまり， HJに対する設置i辺勤が起こった。

ハ，その結果.diでもこの要求を認め， 削和28<1:， 最初の地区公式公民館としてお公民鉛が峻

L 以来l昭和351ドにt量生公民館が設[rr"l:されるまでの1'1iJ. 'rji内各校Iズζ とに11良県が設置されたっ

2. 地区公民館が果した役割

イ，地区民の強いQQ求から生れた地区公民官uの設筒状泌が，人LJl万木満l乙対して lf協の制り合

いであったため，地区民の利用の立以からは理恕的で，公民館利用人uは，社会教育j[ijだけで
なく，一般市民の各都会合得の利用で激増しているo

ロ，地区公民館設置の経過からも分るように，地区民の熱意と要望lこ支えられた公民館であるだ

けに，巡営や:<ji:;tの [/J心母体も地区民の I~I 主性lζ委ねられており われわれの公民館としての

愛着が，すべてに活かされている。
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ハ，公民館建設にあたっても rliyJl以外lζ相当績の地元負担額が拠出され，これが地区民の力を合

せればできるんだという，具体的な実績の根拠になり，市民としてあるいは地区住民としての

，忠誠結集のために効果があった。

ニ，地区民lζ親しまれる公民飢であることを際紛して，設備IlITの匁)]や(卓球台の設i民その他)

プログラムの提供(J也/~民レクリエーションのi揚としての jhl1J t) IC;むを配り， '/;¥'11:1;気!I墨るにtI:'，

人り出来る公民館として忍;放されてきた。

V 今後の課題と抱負

1. 総合的社会教行推進のための努)Jの -EZとして，地区公民館長t設に結集したゴJを，さらに博物館，

尖術館， 白=少年教育施設などの各社会教ri施設の設校へ働きかけたい。
2. 地区公民館専従職nの早期実現とともに，運営機能のqJ心となるボランティアー必成のための，
機関設置をもちたい。

3 住民/e/治の原fllJと併せた.行政休市IJの協)]/YJ係の改訟を(とくに行政ω各分野のセクトを)安ん

で，住民の生活文化向上という大命題に即した，公民館活動の展開をはかる。

4. 住民の繊のつながりを多絞的にとりあげ. ?仲Eの集団組織のtflJえとともに，点から紋，線から網

[こ!tる公民館活動にしたい。

5. 北九州市の誕生lこ際して合併による行政能力の低ドを生じないよう， とくに社会教育行政に対し

てこれを強く要請し市民に対するサービス行政のあり方をilf民の点1切から具体的に働きかける。

6. 公民館主~を合めた社会教育予算のi曽毎iを巡!fi)Jする。

7. 東京オリンピック開催を控えて，国民道徳昂揚のための公民館の役測りを倹Aし，その::t~J; iill {!)J 

を起乙す。

社会教育費の移りかわり (決算)-(旧戸州市)

'i，L 
川^.~la 1i}jJ t.fI..1
1'))( 向唱....Î
0"・首宮融魯.

同0・0
t・00
向。。

1‘帥

Il'lOO 

。00。
S回

A
略。。s
 

包3
 

3
/岬
時三

例

制

脚

幽
平
唯
吉
岡

~ 31 ~CJ ~ 34 35 s6る7

－ 39 －



事 例 3. 久留米市西国分公民館

~L 'Ji Jil J rl 平~I 

1 地域の概況

① 公民館の所在地

久的;j~I IJ 淑 ;JjTfIIIU977 

111 の 11 1')心郎よりやや京市 :~ll\J1.trt也千J:.定地およ びリ 1 f~) 1'í fiγとj也そω他

国道3号線を挟んだ，)[1;Jj TJ' IIIT T小11111flJyl1l J 川北および Ij~ "j-IIIJ川141ω ー初 CIIII'iiliHJω一部)

② 世帯 数 2，438 

③ 人口 10，785

④ 織業々態の大要

I~I illi) rli修mu仮えおよひ1刻辿~J ト .;{を i とした1[ 1小五、~~

公務員会社rl ~寺の 住宅地

[場労働者と ~~;住民家および品II{木業

零細民業および商業1'i

⑤ 地域の特徴

イ，土省の人が少く，作J也から:ftった人述が多い。

ロ，自動車問:ìæ -;たが 'liIを辿らねて 句 発成してゆき p 小一 1 .. J:t-，~が主tてられつつある。

ハ 引鍛者のイ1一定同地が2ケl舟ある。

ニ 火;化のJK!t，fはI"Jく，教必lζi;{んだ人が多いが. l/:ir行f'，U::tには大きな桁;foがある。

ホ，進学する7Vfドが大部分である O

2 地域社会の変貌と運営上の問題点

① 社会教育の浸透 公民館活動のl州統

巡営機桃 j極旨行 'J;:イム主主のパイプをどうするか。

② 地織青年団の結成舷充の困難

イ .I~f'rO)}.: ;.~\分は進学し， あるいは転出す る。

ロ，夜勤時間外労働で，休日が一定しない。

3. 問題解決のため行なっている行事と活動成果

① 自治懇談会の開催

f'1 

校区内 180の内治委Ulに集ってもら ってI¥J政あるいは1'1治休のliJf究をし。公民館活動の翌日解協)j

をすすめる。

② 潔境衛生の徹底

引傷者住宅が急造で，釧水不良.J¥'.i1:j生的で{同U;Y.i先拍!の先生を見たので どもの長s泌を守るた
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m因分公民館の成人式)

めに全校区の環境衛生の向上のために綿入会が立

ちあがり， 噴事審器薬剤を共同購入して撒布を行な

い継続3'1二におよんでいる。責任協同相互扶助等

郷土意識郷土愛の精神が強くなってきている。

③ 慶弔規定の実施 (喜びも悲しみも共にわかちあ

う)

イ，振興会々員の中に，悶および県から表彰され

た人々があった時は記念品および表彰状を贈る。

ロ，振興会々員のi判ζ，死亡した人があった時

は， ÚI~長仮興会長は '15 1f'r を読み?f~~を供える。

④ 新年懇親会の開催

校区内有志80主;が参加|して，懇談し親交をはかり地域の発反に資する@

③ 公営結婚について

'ìi~ 見j ， R厳の結Tlh-t:のいJ会，附ぷな披』民主主巴の/IJ話をする。新しい人生の出発は公民館からのキャ

ッチフレーズで実施している。

⑥ 子ども会の結成拡充について

イ，小 '/1常校児ùl ・ 生徒 (rl]~:Y"2年以下)の校外生iiEの指導不良化II}jil:の一方位、として，特ICス

ポーツ， ソフトボーノレを奨励する。

ロ， rども大会で，単語を11十lき，優秀映阿を見る。
ハ， Q休みのキャンプの災胞

⑦ 体育レクリエーシヨンの開催

野球大会 校区民体育大会 卓球 ソフトボーノレ大会 盆踊大会

③ 各種講座講習会の開設開催

イ/:七1t，満座 毎週火!日1/1 1911'J 池/坊

ロ諮出1講座 毎週金|限H 1311古 徹 ~tわ1t

ji流言語[[11大会 長le1凶

紘!tJL 'j{1-:，喜多，船若，金イト

ハ，詩l吟講座 毎週火11(11 10ll'Jl' 

ニ，編物，講座 毎週水|印 13附

ホ，料理講習 !巨月末if王監そのイ也

へ.11絵講座 毎週木HM 13 11~j: 

③ 施設利用 各初研究集会IC会場提供

老友会， J:I動3/:(枠制u日l時tl1，同無紘一仕HWJ習.民l濡舞踊誠~~ (月 3回)その他。

⑬ 心配 事 相談
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5. 今後の課題とホープ

① 建物の増築

イ，悶省i回覧;昔、

ロ，婦人の室

ハ，倉庫

② 心配事相談の拡充.~~i燃#ì談まで

③ 公営葬式の椛氾!

④ ;益法銀行の設立

⑤ 郷オ地域発展のための経済的jOJi般の硝二 、'(

E 都市周辺及び近郊町村

事 19~ 1.小倉区東谷公民館

白て

1 . 地域の概況

山奇 t 

米谷地18:は，小倉の都心地よ りINへ約lOKm，比i凶井手04Km， 1十J北約 7 Kmの Ji~1mをiI.iK阻まれた近郊山

村地却で， *Kカノレスト地形でイ有名な景勝地平尾台がある。交通は市北lζ国鉄日回線が通り，それに

平行して小fr，同)I1聞のパスが定っており，比較的便利である。乙の地区は戦後昭和23年に小倉市iこ

編入されたと ζろで， 10地区に分れており，現住jlH1H，438戸，人[16，479人を数えるが，民家はその

35.85ぢ515性MlJにすぎない。

他の1世，HJの多くは，地元のセメント I~場や者g心部への通勤者で構成されている。職業別戸数を示す

と次表のようになる。

'専業制 |兼業良家 |建設鉱業列車 ー ビス菱l官庁会社吋その他 dl

ー ム---I ~-~~--1一一一瓦 |→ 瓦j 云| 示一11制
学校教育会施設としては1_10'学校 1，小学校2，保有悶2を有し，また社会教育施設も市立公民館 1，

各地区ごとに類似公民館または，集会所が整備され本官官をlt心lζ分館活動が進められている。とくに

1111羽135年に京谷政協に設泣きれた有線放送}iUii没が，地域の生活文化向上のため大きな汽献をしている

ことも見逃せない。

次l乙産業しては災業のほか平}，己合のカノレストi也，l佐に無尽ii:誌に理i放されている石灰ゐIをUil料とした

セメント工場，採石所を有し， 11子野，小森， rlJ丸の三地区はここで働く人が多く専業農家は漸次減少

している。1I{3称134ff.皮 J~業センサスによると出家戸数は554戸で専業は 107戸にすぎず，それも田原，
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井手証H，て1'-尾台に集中している。農産物としては水稲のほかに春夏説菜(白菜，かんらん)を多く栽

培している。また最近はl足業の憐造改善の意欲が椛んで，果樹とくにブドウの新植はめざま しく.昭

和36年に81'町余， JlB和37年には41IJJと逐次拡大され，将:Jlとは401町歩ICRる計闘がなされている。

東谷地区の将:Jlミは，北九州Tliの[1"心である小倉の背後住宅地として，さらには無尽蔵な石灰石資源

を背景に工業地として発展を続ける一方，民J';:終tきもより !IIJ皮に ~ 'S度 k{'J化されて成長していくものと

期待されている。

実

小

中

寺

在

.

里

会
両

O
E
R
U

ハ長官

⑥
ま
公
R
冒

2， 公民館活動のこれまでの歩み

情

東谷司位置

。経営 tの問題(地似公民館と類似公民i({~ との関係)

'J~Xの内谷

昭和 381:1~ v:工事業 dl'nJii ーは表

対象|目 的 | 実胞内符

-て1てでIC:io示二員長ぷ扇面Z泊五U'!l::iW一一変1Ei面取械歪一一一一一
蕊 iのJOJ上をはかる i宝鰭弘主事正ての明るい.，.J I...J .....L.-~ l o. N~'oJ 産末世円り11.1:λw

人 趣味のつどい

婦 婦人学級によるグノレープ学習の強化 |①中央学級(指導者研修を兼ねる)
人 ②地区学級
一一一 一一一~一一 一一
青|霊 地域桝リーダーの育成とグループ学習の育成 |青年学級の実施
|年
少トー十 一一一一 一一一 一一 一斗一一一一一
年|児| 子供会の健全育成をはかる | ① リーダー研修会
'重 ②こどもまつりの実施
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。抱設 ・設備の概況

。鮒入学級の休系， 組織の内公と活動状況

E臣官官帝人掌級運営組有者比一貫長

-中央雪組

幹部牢柚t二惨禍，.-a:令積雪量》

世債暫霊

主主唱E変量者包，.
奪事世 .. 

.~区雪組

喧豊前司E
生長 7色者笠宮

3. 今後の問題

o ~i似公民館の分館化

。 地 I~公民館の施設，技術の充尖

。予t1J"と指導陣容の強化

ノ嘩腎地区一|

/ 

専売

正ヨ原町

事 例 2. 筑紫郡大野町公民館

社会教育el'iJι 1'1 MF~ 

l 地域の概況

(1) 人口及び世帯数

年度 人 1"] [lt，:g:数

35 壬ド 16，277 3，982 

利l
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36 {~ 17，399 4，227 

37 "1'. 18，645 4，537 

(2) 職業構成

!長浜 636 lifi .;主 450 1た 31 

給与者 2，985 その他 435 

(3) 交通機関

鹿児向本線， 水域， r'~ 木JJH臥

西鉄大If.悶 ~W ， ド大利!内木阪駅

1]泊三号線

2. 公民館活動推進上の問題点

(1) 地域の変Iまう

(イ山/I~Î'rjJ軍部:L:場が111]内及び)，'，j辺11町村iClit設された。

(ロ) 終戦と同時に駐留軍が巡航した。

十サ 法地の町と化した。

。IIIj内l乙ハウスが建築された。(f比五1:'400pi) 

。11日和25年に呑日以ベースにw梨'0
。外人相手のi向先が多くなった。

何 大縞Ilili1↑Tのペッ トタウンとなった。

(毎年 250-300戸建築)

(創出耕地の減少

Ii: ~.七地 |場その他

35 :(ト 5町 7反

36 '1 411IJ 5以 211汀6Iえ

37 王|ー 4 IIIJ 5& 31UJ 

(ぺ宅地造成が煤んである。

451!1J，J主
(2) 推進よの問題点

(イ) 転tjJ人が甚だしいの

中ム 人

35([ 

635 

345 

3611 

794 

482 

'
l

，i
n

o

 

/工

Q
V

0
6

7

6

3

 

91u 

l-t't 

lロ)人間関係がw米にくい。
付 I卦体組織が弱体化している。

(斗没怖が不完全である。
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(ホ) J也I或がj;t(まuすぎている。

。交通が使利であるの

。人;制|制IIJをひかえているつ

。総祈である。

3. 公民館の活動内容

(1) 子ども会の育成

(2)学習活動

!lill入学級

青年学級

lぷ入学級

(3) グループ活動

英会話.) ，U也 I;~j辺の特殊性を'1 かすため

写真グノレープ

コーラスグループ

漏出lグルプ

(4) 社会体育の錐進

。剣道(脅iJ友会)

。柔道

o卓球

。11/]内I除以対抗肝球

。 /lIT民j正励会

(，l市1111グノレ フ。ωi，l;1U)) 

(5) 分館 (部落公民館)の育成

施設の控似てcJjf!i投機11i1i:fHII条例ωflfilii:

分館内点目 1分向。 15，000

モデノレ分館0)，没;;"1'

リid改ぅ;:r:;'.，品'iWr改片

子ども会ωfJ'lぷ

占11，[1)，丘奇11における出来終日 O)(ijf究

4. 公民館の果した役劃

(1) 施設

(イ) 各都I叶休の.i.'l!絡調!侠ωl坊となる

(ロ) [治体活動の坊となる

村 学習活動の以ーとなる

(姉入学級の調P.R実習の一場商)

(ii:1l I~1 グルー プの斜!荷風祭〕
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(2)投備

(イ)登iJ1 Jl-Jテント 10';]; 

子ども会野外活動

811c阿1野外活動

'~ )/R キャンプ

国) ステレオ

レコード鑑討会

j!j i.ド七~j タ。ンス ~Iytr1i' 

付 l映 写機

学討活illlJlζ利用

jニども会活動に手IJJ1~ 

(斗|句 。li

5. 今後の課題

(1) 設備の充実

数具教材の充尖

公民館の24囲気を1'1る

近代的な設備の充実

(2) グループ活動の推進

(3) 実t査をともなう活動の展開

(4) 指導者の充実

(5) ボランティヤの獲得

E 産 炭地 !

事 iJ~ 1 嘉穂郡碓井町公民館

1 . 地域の概況

1. IIIJω1(li1'u 8，41.'1'))キロ

2. 人 11 9.464人

3. ff漁業月IJ人l二!

I}!J '!K 3，239人

事主 里子 見 山 友 司
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(1府和37年3月lζ峻でしたWJ1寸IIJ公l立川ω令';";D

鉱業 3，650人

li~ 1: 565人

その他 2，010人

2.問 題 占

1. 'It凶家庭のWI大

f!j'，波家路(附33.7) 68lll:':;: 

(11討34.7) 86 " 

( " 35.7) 124 " 

，.〆 ("36.7) 243 " 

" ( " 37.7) 318 " 

" ("38.2) 347 " 

2. ]'1'少{IωUIJ外流11¥

H百和37年度石lt)1中学校字決1:1: 2481νl 

イ， i:'ij校及び各科学校入ρ1" 145i'， 

ロ， ~~外就J~険者 51;I可

ハ 以内就職者 (1徐州υ1・ U町 34~ノ，

ー， IIITl/~就職者 4 名(!JJ 2 ，女 2)

ホ，米'J~従'jI 14名(男10，女 4)

3. I~!l;t:ミ椛造改応と雄弁IIJJj民業の実態

イ，民家戸数 512戸

ロ， 1戸三Ii均耕地'Ifliも'162アーノレ

ハ鉱業と J~::t
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ニ， 専業股家戸数約50戸

ホ，専業r.~家の経営の実態

・普通作と果樹園芸

.警適作と花井関芸

.t四?通1'10と酪E2
・千ff適作と肥育Lj二

.千普通{午専業

4. その他

3. 問題解決のために

1. 児童生徒環境調査

調査数 1，005名

2. 零細企業lζ働く年少労働者の組織

3. 婦人の教育組織とグループの育成

4. 低所得者胞の州人のための学習

5. 産炭地振興とc.業施策

6. 農民教育の ;i.~題とその解決のために

4. 公民館の施設と役割

1. 施設の現況

2. 過去1年間の利用実績

3. 利用グループの717成

4. 図芯2の利用実績

5. 図書室の役拘l

5. 今後の課題

1. 施設設備の充実

2. 総合文化センターとしての役訓

3. 町民すべての人々のために

(婦人文割引で料士~nの実習をするヤ級~!)
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事 olJ 2. 直方市中央公民館

直方文化辿合会
日上

l-t:ta 

例 <t 
パふ、

1.地域の概況

(1) 1J':':，:数 16，028F.人口 65，668人。炭都といわれた直方も，すでにili内より炭坑はiI'Jえさり，
そして dn~，j辺の炭坑もつぎつぎに姿をif'jし ， 炭坑依存の市内商工業は~恕の事態に白川した。現在廷

炭地保興の1岐に采り，新らしい工業都i!Jに脱皮しようとしている。

(2) J:1村地域においては脳会，果実などの新らしい栽培技術の導入lζよって，多戸'J}，見栄への努力を

つづけている。

2，問 題 点

(1) 除決J山特有の深刻な'diM政のしわは公民館事業lこょせられるため，火化的な公民館活動にまで

手がとどかない。

(2)一般的批会状勢として.iM'i文化のぎE反は安直と使利が文化的なものと考える傾向が強く ，生

活において物質TIiiと精神間の問iζ大きな聞きができつつある。

3 問題解決のために

(1) 問題点を要約すると，生活における文化面lを指導する公民館の事業は弱体化し，住民自体も文

化の本質をJJ.火いかけているととである。乙の問題を解決するために多くの手段を必要とするが， そ

の一方法として.TIJ社会教育泌とl直方火化辿合会の共同企画によって「動く鰍It.JUなるものを，公民

館事業のなかに提供する乙とにした。

(2) 直方文化迎合会はl昭和30年に直方市内18の文化団体と若干の学識者とによって発足した。活動

:方針として「より夫しく ，楽しく ，強かな生活への向上J. すなわち生活文化の向上を目ざしている

ことが.JDlせずして公民館事業のねらいと合致した。住民の生活の中にはいり.I除をまじえて生活文

化向上を活し合うため「動く縦誌」という休さいを取るようにした。昭和35年に発刊し引在第18号に

なっている。

(3) r動く対(，t{Uとはー磁の文化講演会で，プログラムを雑誌の目次にかえ，内主主はJji.位団体の特
色を集めたものである。以下その内容を紹介する。

まずページをめくる人が司会者となる。

(イ) 表紙と災体Iのはなしc

筆者はm立美術協会が必ずi.ふすま会紙人;の白紙に季節にちなんだ泊lをかく。そして「生活文化」
という誌名をいれる。 :L!.:き終ると生活のJjifιおける美術鍛貨についてわかりやすくはなす。

(ロ) はしがき。

~者は文辿の陛下， 公民館職n . 社会教fì課職員のうちから出る。紙誌の組旨， 生活文化向上のあ
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り方などをはなす。

付随筆

家庭医学の場合は会民の巾の医師iが筆者。成人病の知識と予防，とくに精神i!，'ij!t而を強調しではな

す。

視聴ftの場合は TI~(方映阿鍛1'~会から筆者が出る。テレビの見方など視JMi~~~を通じての家庭における

話し合いの話題を提供する方法についてはなす。

(ニ) ホームカラーのページ

a. rコスチューム・ショー」と「きもののはなし」
学院の教師。まず生活における「おしゃれJのあり方についてはなしを して，そのはなしの/)3れを

ショーにしてみせる。フアァション ・ショーでなくて家庭IC'1l一点、をおいたfγ『日ショー。

b. 8ミリ映阿上映

集者は町方シネ 8クラブの会日。会flが;I;III'/'した，少"rtlfi?/.，鉄道危:'-;.日}jj上，fi'i ;:，1)' 1}[1.;也育成などの

作品を， ~霊旨をはなして上映する。テープによる )t戸版。

C. レクリエーション

筆者lま， 口若踊のJJ;]介は日若踊保存会， 日本舞踊の場合は若柳流家元，コーラスのj見合は筒)j合唱

団よりそれぞれ出る。これらは来会者全日によってお乙なわれる。

(村座談会

筆者と米会者との代表がはなし合う公開座談会。生活文化交流を通じて，その地域住民の問題をと

りあげて討論する。

(吋あとがき。

はしがきグループより筆者が出て， しめくくりのあいさつをする。

(4) 所要時間は約2時間。開催地域の希虫と筆者の出席不能とを勘定して ilij，;己のI)'l'?干のrJlから目

次を作成する。筆者は無報酬。会場設備は地元負担。その他はiIIのu!Jl。

4. 公民館活動の成果

a) r動く雑誌」は，内界を提供して住民を肩書家する ζ とより，生活文化とはなにか，それを向上
させるためにはどうすればよいか，ということを考える機会を与え，その手がかりとなるものを杭え

つけていく ζ とに電点をおいている。

(2) 乙のような機会にめぐまれぬI2村部の州入居にTIl.)母、を向いて提供したが.lj，~}人 ~}::級の教科(乙組

み入れたところもあり，再度開催の希tfiが多い。

(3) 本年の統一選不lこ際して，公明選不J1f進のための移動公民館と riJlJJく雑斗、」とを合流させて協
力したが，米会主r1VJflにJ&，:[}Jし， しかも楽しい気分のなかで組旨の徹底をはかることができた。
(4) 中央公民館および辿介会で主催する文化ij 'J王lζ，動く雑泌を拠供したj也j戎からの参加者が多い。

5. 今後の課題とホープ

(1) 筆者たちが社会的に多忙なので，筆者をl曽加して強化し，提供回数の増加と内容の充実をはか
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る。

(2)農村部重点をilJ街地lζ移行 し，公民館活動のほか，職域進出をはかる。

(3) tJ{!tするだけで，その効果を/JYf;認していないので，これが方法を考えて実施する。

1-1「亘LlJì{~t IItJf1 t 

事 -i'~ 1 .築上郡吉富町公民館

主事 是 木 光

1 .地域の概況

吉出 11可は県の東南部にあり大分県と境を桜する。 町村合併をしない5.5km2の狭い平坦地で1，606世

帯， 7，180人のIIIJで就業状況はltl業B04人， 製造業691人， 卸小完業 395人，サービス業311人，漁業水

産業285人， 法設業187人.Jlli輸通1i'I:J[134人， 公務77人等である。

町のrllを国道10号線，日fLL本fMが東凶』ζ走り大分tl1l中津市IC隣接し交通文化には恵まれている。

公民館は敷地6321'1'.illi即200nιでl昭和36年4月竣ヱし，町のほぼ1:1:1央に位低 し主主遠のi部落からでも

徒歩約15分位の{~L自にある。職員は館長(専任)主事 (教育委書記兼任)主事補 (女) 者 li己 (女)包

理人 (女)の 51.である。

社会教育伐の38年度当初予抑は3，125，990円でi句予算の5.996に当り住民1人当り約435円である。

2. 問 題 点

(1) 地域社会変lまうの実態

イ.ql司王だけでどEII/]するもの皆無，高校卒男子で就農するもの皆無

口，専業民家は-sT5燃に数1jl>:;;

ハ， 尚庖は五千1i¥'，乙四古八一目Iの状態

ニ，近海漁業は伝わず漁村の;il'年は{也に1放を求めている。

従って昼1m家庭にあるものは老人，女，子供だけである。

へ，しかも当II/Jは純山村ではなく職業構成が上認のように後縦である。

(2)問題点

このような実態に閃lしUIJ社会教育の対象の重点、を維に向けるかが問題である。長lj人は家庭経営

者でHr.教育のjjI任者的)Jilli立にありながら広い社会lζ技する機会は男子に比べて少なく ，又老人

は民主化の~ll'，l;:!こなりがちな凡地から ， しかも両者は比較的に抱え易いので， これに公民館活動

の重点をi在き次きのような:jJ;tを行なっている。

すなわち
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'j!J年学級4学級

中火!oil入学級 1学級

老人学級 1学級

各組クラブ，グループ活動 10の外

新生活Jlli動，スポーツ教主， 社会体育

ボーイスカウトのf旨」♀筈である。

その他公民館は各種社教団体の指導助言及ひ.その事務局を担当している。

又公民館の新築tζ伴って各組団体機関の集会の協として公民飴'の利用度はとみに高まって米た。

乙のような現状であるので職員が昼夜兼行寧日なく働いても事務と人との応待に多くの時間を

とられ，社会教育の計画， 指導，D)J言に当て得る時間が充分でない現状である。従って職員は業

務の必要にせまられ自発的習慣的lこ時間外並びに休日に無報酬で勤務にあたることがしばしばで

ある。公民館が町民の要訪Iζ応えて魅力ある教育の場として11汀の文化を向上していくためには質

のすぐれたl職員を増置する必要がある。

)( ， 各組学級講座，前習会~ç. の部印li助言者は小，中学校教諭，県出先機関のl倣員~;を委嘱して

いるがH年間的に支障のある似合もあり)(，教育内容が学級生の要求にそぐはない ζ ともあり，乙

ζlζ;)，Y; r:'li助言者の問題がある。

3. 問題解決のために

職員の数と質の向上及び給与について社会教育の助言者として社会教育主事を(当町は人口 1万以

下で*設自)公民館主事の事務を料減して教育活動が充分出米るよう主事補の増員をIUJIζ要求してい

るがまだ実現していない。

公民館職員は社会教育という専門的な職務に当るのであるからなるべく功今川臓に相当する者を充て

るべきである。

すなわち社会教育の重要性に鑑み公民館が地域住民の文化センターと しての使命を果すためには公

民館職口は小中学校なみに専門職とし，その給与は国又は県で負担するようにする乙とが望ま しい。

4. 公民館の施設，設備の果した役割

以上のような問題点はあるが公民館が111]の文化センターとして果している役割は大きい。その 2，

3について述べると

(1) 教育活動の場として

(イ) 吉'i7';IIIJ'-1:1央州入学級

111.{平:[136年公民館新築と ともに婦人会待部を学級生として開設した似入学級は本年皮で3年を迎

えるが学級生が似人の使命の主要性と学習の必要性を1'-1:ï!:して支 ":~il (郎浩一)のリーダーとなり

学級又は学自グループをつくり部結の状立~Iζ即応した活動をIJlJ始し各郊落の生活文化向上の指

得』ζ三iっている。
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叉，実益を収め教廷の喜びを味わう目的で一般知人を対象とした料理，生花，短歌， 21t辺，謡

曲は8グループ230人で各グループとも毎月 2回以上年間190日の実河口をもっ縦況である。

(ロ) 青年学級

男子青年の人民は少ないが男女学級生とも一般教益iζ叉，生iiIi実習にグノレーフ。活動lζ設備の事さ

った公民館における青年学級を楽しんでいる。昨年は漁村青年学級IC沿岸漁業と海苔の主主殖を

とりいれ捜部I水産試験場より講師を招聴した学習は有効であった。

判新生活迩動の拠点として

冠婚葬祭の簡素化の一端として開始した公民館

結締及び寿会(老人学級)で運営している公民

館葬祭具は何れも町民の利用度は緩めて高く因

習打破，時間放びiζ冗費節約の目的を果す外町

民lこ対し公民館のPRの役IC立っている。

(ニ) 図書官官のi舌動

図書室は関静で切るく約3，200冊の蔵告があり

図書室で読議を楽しむ外，読書会員35名では年

間約900冊の書籍を持帰り家庭での読書:を楽し

みながら教養を高めている。

(2) 娯楽の場として

(吉宮町中央婦人学級の学習)

公民館の施設，設備と職員のサービス精神による公民館は町民の娯楽，憩の場として親しまれ

ている。

μ) 公民館lこはバレーコート迩動場がありピンポン，野球用具，バ ドミン トン等の運動具を備え

体育レクリ エレーションの場として町民に親しまれている。

(ロ) テレビ，ラジオ，ステレオ，16ミリ映写機，8ミリ撮影，映写機等の視聴覚器材は教材と し

てだけでなく娯楽的にも充分利用されている。

判囲碁クラブ

会員50名からなる囲碁クラブは毎週土117~ 日を定例日として囲碁を楽しんでいる。

5. 今後の課題とホープ

当町はきゃい完備した公民館の施設，設備を有し町当局は社会教育の重要性を十分認識し，町民

また，社会教育の心要性を臼党して向学心は高まりつつある。

今日最も欠けているものは公民館職員の数と質及び学級講師障の貧弱さである。とれらが充足

したならば懸案の成人学級も開設出来ょうし当町社会教育は更に躍進し公民館は町民教養の場と

し又娯楽の場としての任務を十分に果し得るものと期待している。
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事 ~~ 2. 朝倉郡杷木町公民館

1 .地域の概況

昭和26年 4ケIUJ村合併して発足

戸数 2，309 人口 12，600人

地域内学校

小学校4.中学校 1.幼稚園2.保育所4.県立高校1

町内 l乙 jHl鶴，林田~;の温J止があり ， 産物の重なものは米麦の外. JJ4樹凶芸，禁煙草， 椛茸，竹製

品等の生産がなされている半i白半伎の地域で本創出家地，li;である。

2. 問 題 点

(1) 合併後12年人口が減少している。

(2) 地域の対処性が強い。

(3) 兼業民主主が増加lし育年がUtJ外IC臓を求めて出ているため，青年が少なく，従って活動も非'/首lζ

困難である。

(4) 家庭の民主化，地域社会の建設のために新j人， 昔年令が真剣な努力を続けているが成入居の協

カがなく図難な点が多い。

(5) 1人 1人の住民に立派な市民性を1'1り上げるためには，分館(部務)の(1主的活動を伐り上げ

なければならない。

3. 問題解決のために過去どんな努力をしたか

共通の課題を解決しあるいはとの;保Jm解決にとり組む事によって，そのこと自休の解決と共に，分

館活動を促進する方向に公民館の重点目棋を決めて努力した。

(1) 分館公営結婚の実施

H百和28年度より部落分館Iζ於て乙の公営結婚式を行なうよう指導し推進した。

方法

分館長が司会をし，制人会が料恕を作り女子青年が奉仕する等郎落の分自自活動の-B;iとして結

賂の例議化を図った。

成果

イ.2 $1'-余で全11引と広まった。

ロ，乙の結果古fl滋分館の似l品，汁器~;が盤1I1i1され ， 分館の施設が充災していき ， 施設が充実する

とと もに，分館の活動力t促進され区長兼任であった分館長が全部専任となり活動分野が広めら

れた。

ハ，分官官結焔式が実施されるにつれて.YH}人会の学習活!日Jが始まり，成人の集会が多くなってき

~. 

~。
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(2)膏少年教育

昭和29年よ り青少年の育成指導を重点目標として進んだ。

。青年学級への努力

。青年団の活動促進

町ぐるみ子供会の育成

理由

(イ) 青少年の指導育成が町民全体の共通課題と して最も重要な問題となってきた。

(ロ) 青少年の育成は子供会を取り上げる乙とが最も効果的であると考えられた乙と。

付子供会育成を通しての成人教育が社会教育の近道であると考えられる。

(ニ) 今日の子供の育成は親だけでやる段階ではなく，全社会が手をつないでよりよい環境をつ

くるようにしなければならないと思われる。

方法

従来PTA活動として行なってきた親子常会を公民館活動として部落分館の責任に於て子供会

活動を展開する事に した。

組織

O 育成会

部落毎に育成会を組織して全戸加入としPTA.青年団，婦人会等を全館組織のrlJIζ入れた。

O 子ども会

!J1学生を加え，小中一本とした。尚育成会長は必ず部落分館長が兼任することにした。

O 指導者従成

指導者後l或のため次の方法をとった。

指導者講習会年5回

子供会リ ーダー講習(病泊 1.他1)

テキストの作成配布(現在 8~長印刷配布)

現在活動(特別活動)

(1) 花いっぱい迎iJilJ 36年4月より

(2) あいさつ巡動 37年9月より

の)人形劇コンクーノレ37年度実施ずみ。

成果

(イ) 成人男女各層の公民館への協力休;I;IJが非常に強くなってきた。

(ロ)公民館分館(部落)の必要性が強く認識され，分館の新築，増改築等施設，設備の充実が促さ

れた。結婚改善などをすすめてできた分館(部落)を加えると17分館が新築された。

本館建築

本館は町民の積極的な要望iとより建築された。

O 結婚改善，子供会など共通課題ととりくみそれらを中心と して，社会教育を推進してきた結果，
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本館建築の声が町民の間lこもり上って37年4月町民熱望の本館が落成した。

O 本館の活動としては過去1ヶ年聞の実績だけであるが，特lζ本館建築後1ヶ年間の成果として

は，

(イ) 子供会や，分館活動の指導者茶成のためにフノレに使用された。

(ロ) 婦人学級，青年学級等がスムーズに行なわれた。

判 中学生，高校生等が非常に利用するようになった。中でも図書，体育施設などが多く利用され

Tこ。

(司 文芸， 主主山，俳句，短歌，スポーツ，写真等サークノレ活動の利用が多くなった。

今後の課題とホープ

O 本館の施設をフノレlζ活用した教育計画を確立して活動する。

O 施設，設備を充実して之が利用を図る。

O グループ活動を活発にしてその棋の連絡をはかる。

O 町内の各叡機関，団体の連絡調廷を図る。

O 産業の振興をはかる。
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公民館役 職 員表

市川 ( 被表彰者氏名|所属公民館名|役 職 名 1公民山就任期n司

福間 i¥iI堺 税太郎 |福岡市和白公民館|主 事 I525. 4-38.4 

2Z之L荒 凶 義 雄|門司区太万の泌公民館 ~-一長|仰い~お 4
小代豆木村 正|小倉区北方公民館|館 長 1 526. 7. 1-38.5 

八幡区|佐 々 菊 子 |八幡区中央公民館|巡営審議員 I5お日~お 4

とE吐:It 川真隆 |束戸畑公民館 _1i1~ 長 I 5お 4.1-38.4 

直 力 市|凶 尼 伝八郎 |新入 川 東公民館 |分 館 長 1 530. 9.18-お 4

田 川市|原凶充悲|又古公民館|主 1JC 1 532. 4. 1-お 4

飯塚市|糾l 山 久 雄 |飯塚市中 央公民館[速 営審議員 I528.10.1-お 4
山町市|宮 凶 良 実|山悶市中央公民館|副 館 長 I5ぉ 4.1-お 4
八女市|中 野 政 人 |消水町町内公民館|巡営審議員 1 527.9. 1-お 4

筑紫 11~ I茅野長治|大野 町 公民司館 長 I528. 3恥引
宗像 1出|花凶作生 IMI康的問J公民館|主 事 I5お 4.1-お 4
迷賀川|中山 司|芦屋町公民館|主 事 1 524.10.3-お 4.5

互互日ヱ一空1i'r七四iE亙画互L~111 公迎会長 | EE弓Z
糸 !I:，，川牧 幽 修 三 |志附公民館附吉分館 |主 事 1 5お 8ゆ お 4

J¥ k 1111 1 !!f! 玉二二三Z互互主と空_tiJ l. ~ 事 I5正豆豆
山川 1111I荒山 伝|糸山町公民館|主 事 1 5ぉ 4.1-38.4 

第 11回福岡県公民館大会役員名簿

，. 大会名誉会長
福陥i県教育委 民会 教向長 iIIi 江 治

2. 大会会長
福l向り;l公l(町1;i!.U絡協議会会長 '')' 111 i立 l後
3. 大会副会長
福tlI.j以公民館辿絡協議会副会長 森 武 雄

同 事む 原 五n 雄

北九州 di教育委員会長 ，f/J 木 孝 訟

4. 大会 参 与
ゴじ 九 州 長吉日1 法lIí~

福岡県都 dJ教育委ム三日;員会 深J~ 平次郎
辿絡協議 長

福I凶県PTA:cl!絡協議会長問上文次郎

福岡県官」年目l協議会長松tlt!;i 七生臣

福岡県側聴覚教行協会長高村正三

福間県公明 ili
推進協級 会 E側主治次郎
福岡 ~ I~ J:.:l協 '1'央会会長森部隆刺

福岡県公民館図書部協議会長 吉本、j Hi 
福岡県 i町村教育委会P't~又椛陥秀一
i生絡協議 長

福岡以辺1i"dJ弘lj人会i!.H絡協議会長 内野梅子

福間以新生活迎動協議会長鵜的多ー

福岡県貯蓄推進委員会委fl長吉岡雄三

福岡県社会砲もl協議会長守旧道隆

NHK柘¥tiI，J).iJI:送局， RKB毎日 ，KBC，朝日新聞西部本社，毎日新聞西部本社，凶日本新聞社，

夕刊フクニチ新聞社
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表

有t lI'l 理 由

①社会教育主事を兼務し.現場の実践に理論的体系をつける。②青少年教育，町内公民館の育成に功績

①教育文化ro境IL:恵まれない当地区に公民館を建設②館長就任以来社会教育IL挺身した。
①l昭和を2史6年IL青よ年り11年級聞にわ習たって北発方展公さ民館公民内にお到けJる展青少開年し教顕著育に努成績力じた。②た青。年何1の組織化lζ尽力し
とれ 学の学体系IL せ館il¥iを なを収め

①八椛市巡~ìÈ!;帯議員兼社会教育委員として11年余関係した。②婦人会長として社会教育の振興に君子句

①27来以来分館長として地域の社会教育振興に賃l猷 ②青少年間体の育成 ③公民館の建設に功綴

①公民分館の創設 ・施設の建築を実現 ②地織の調査③子供会 ・老人会の結成lζ功績

①婦人会.綿入学級の育成指導 ②結婚改芯の折f，進 ③環境衛生K功績

①28年より運営得議員として企画κ参削 ②文化同体の育成③PTAとの速けい際立に功績

①28年より中央公民館副館長として館長を補佐 ②地区公民館の運営IL助言と指導を与えた功績

①町内公民館長として体育，スポーツの振興に寄与 ②中央公民館主1l設の与論作りに努力

①24年より公民館の育成に当り28年新築落成，同年県教委表彰 ②38年分館建築相Ii助条例を制定

①iE2寄8年与背年q:~&jJj:任主引となり青年ヴ械の続符lζ尽力 ②32年町村合併で公民館主都となり社会教育の振興

①24年ìhl賀村初代主'jü8地区の分館を開設させる。③28年芦屋町主~Fとしてぷ地の:;-~J少年，婦人教育lζ貢献

①の功町紋長と大して山内公民館の建設を実現し職員の充実につとめる。②1111公述会長として訂111付町村を若干先指導そ
はきい。

①師吉分館主jj(として本館と連けいし産業活動に尽力 ②分館の建築 ③青年婦人教育iζ功績

①分館活動の推進，施設設備の充実につとめる。②へき地青少年教育.社会休育に貢献

①問2分6年館のよlり黒地公述区分表館彰のを建実築現IさE努せ力た功⑨績子供会活動，背年， 婦人学級， 文化問休のす行導脊成IL貢献 ③37年実
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彰 推 せ ん 覧 表
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戸畑区社会教育係長 前 回 紀 道

H 青少年係長 竹 内 利雄

7. 大会事務局 事務局長(県公述事務局長)鎚水速太
同次長( " 次長)高松三制

(企画係) 杉野友彦，赤司lゆ，入江:弘吉瀬純一 (庶務係) 柴国広吉，重松重時，福山幸男，員
原芳子，竹若律子 (視聴覚係) 入江覧，富島光臣 (資料係) 吉瀬純一，視l上雄幸，川崎隆夫
(分科会係) 大和正巳
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対 談 と 討議

「新しい地域社会の建設と生活文化の向上発展に何が必要か」

=講師=九州大学教授 岩 片 磯 雄(農業経済)

北 九州 大学講師 神 崎 義 夫(都市診断)

日立余属p畑工場次長 山 1'1向 久 雄(経常者)

戸畑区婦人協議会長 毛 手IJ 昭 子(市民代表)

=聞き手=九州大 学 助教授 矢 盟F l峻(社会教育〉
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パネル討議

分科会のまとめ

「新しい地域社会の建設と生活文化の向上発展に資するためには公民館

はいかにあるべきか」

=講 師ニ分科 会 助 言 者

=司 会=若松区社会教育課長 和国 喜 代治
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全体討議

「テー"7J 1. 勤労青少年の健全育成と教育文化的環境の構成をい

かにしたらよL、か。

2. 教育文化センタ ーにふさわしい公民館の施設，設備

をいかに整備したらよいか。

3. 公民館の事業を住民の(1::1市に到]したものにするため，

社会教育職員の整備充実をいかにしたらよいか。

=議長団= 北九州市戸畑区社会教育課長

県教育庁福岡出張所長

行橋市社会教育課長

日

高

野

TF 

宮清

村敏

イ呆

士
む

晴
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特別講演

「地域社会における生活文化の振興と公民館の役割」

消 師 群馬大学教授 永 :持ー 輔
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分科会名|参加する人| 発 表 者

団地や市街地に 八幡原区阿山公民館啓

在住する人
戸畑}司区丹制ヶ谷公次民郎館第 5

久留山米市田国分公民館主事
羽1fF 

者il市川辺及び近 小倉区東谷公民館長

郊町村lζ在住す 宮崎 上
J，f1 6 

る人
筑紫郡大野町公民館主事

白壁 和弘

i主炭地市町村に
直か上方みT11U勿文ねl 化連合会 ，t~ 

正L住する人
tfi 7 

-11穂郡碓井町公民館主事

野見山友司

j長山在ft町村IC在 築上郡吉宮町公民館

住する人 是木 光
~ 8 

朝食1111杷木町公民館

井手路次郎

分科会名 |参加する人| 発 者 表

団地市街地に在 門司区萩ケ丘公民館長

往する人 i!k多江俊劃t
~ 1 

福l崎市箱崎公民館

貝塚 団地

都市周辺及び近 若松区島郷島凶分館長

郊町村lこ在住す 楠 博門
第 2

る人
筑紫郡石臼町千歳分館長

村山 利行

|必炭地市町村に 山川lJl1糸削町真岡分館長

在住する人 藤 j甫 一十
第 3

出川市会社町公民館主事

大月 弘

良山漁町村IC在 糸島Jls前原町末永公民館

住する人 中村 半
第 4

浮羽郡浮羽町樫ケ平分館 l

伊藤 集

視聴覚教材専門庖
マスターライトスコープ

16ミリホーレック婦影機
砂九州l特約‘

8ミリヱルモTP-8サンド

16ミリエルモ映写機
マスタースライド

i
M
M
品
川

@
目
三
暗
川

一守
一
一飾的

d
F
止
符
一

向
階
一
向
鯛
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映画フィルム貸出のご案内

福岡県貯蓄推進委員会

福岡県貯蓄推進委員会(事務局一日本銀行)では県民のみなさ

んに生活改善と貯蓄との深いつながりを知っていただくため、

面白い劇映画や生産、消費の合理化を扱った記録映画 (16ミリ

版)、学習用スライドなどを準備して公民館、婦人会、青年団、

子供会などの各種集会に無.料でお貸しいたしておりますからご

利用願います。

貸出ご希望の向は下記へお問合せ Fさい。

福岡 11)桁口町 23君主地

日本銀行福岡支庖

電話術岡⑪ 20 3 1 

北九州市門司区本町5'ifr地

日本銀行北九州支庖

屯話北九州 @ 358 1 

主な映画とスライド

三等質の子山羊

小さな町の小さな物話

素晴らしき旧婚旅行

限りなき友情

現代家族

青年の 紅

和代の目前い

石とろの歌

とよさんの家計簿

愛妻同物語

西ドイツの村づくり

ヨー ロツノfのくらし

考える民業

家計11!jtのつけ方(1 -5巻)

l長 41分

康 39分

劇 30分

劇 57分

以 48分

康 59分

劇 50分

劇 62分

劇 31分

記録(カラ ー) 33分

記録(カラ ー) 28分

記録(カラ ー) 45分

終済解説 32分

スライド 363車句

(この他にも多数用志してあります)

一空地に花を、家に貯蓄の芽を育てましょう-



特許製 口
日日

メモフォンポータブル・テープレコーダー

世界で初めてのポータブル ・テープレコーター

皆様方の永年の夢をかなえてくれるiilii期的な内容

交流屯尚((市tJ似)いりません.."..携羽;用f1:

5 "サリーノレがかけられます ー 業務用に

tJ.\脱!~1教育に最適です。 …0 ・・・....教育用に
大きなt1で1mけます・ 0 ・ いいい 宣伝!lllζ

スピー ドがfHlrl1:変えられます

・トーキー化に

口どんな他のセットともテープは自由lζ交換

できます。

MF-531-P型 ￥ 29，800

MF-531-H型(ボックス込)

￥34，700 

原事務機株式会社
福 |川市上名島町 16番地

電話⑮ o0 3 8番(代)

@
 

九州電力株式会社



火の国九州パスの旅

ベスト 5i @ 
1>...…九州が誇るl当然美 ・温泉 ・数々の国立 ・国定公聞にかけられた、 5つのすばらしい

ノてスのかけはし……

b 火の国九州のゆたかな旅怖を、最新の西鉄貸切ノぐスで心ゆくまでお楽しみください。

西鉄推せん貸切コース

-レインポーライン 3;白4日
博多ー西海-'Eilll-~"J綜-5JIJ府 普通貸切 71，900円
・ゴールデンライン 2泊3臼
博多-1乏 I!d，j-~仙阿蘇ー別府 普iW1't切 63，510rJ
・デラックスライン フ;自8日
博多一酉iúi-~:E制I jcr宿ー訪日 日南一阿蘇ー別府

i!!l:j山iをI;1j!44，590f'J
-シルバーライン 6;自ア目
博多一長崎-ff.:仙指宿 i;，ig一日南ー阿蘇ー別府

弘一J心rt切136，200円
-サウザンライン 5;白6日
博多一指宿ー泌島 日南一阿縦一別府

普jul貸切117，100円

一一一一一日本の生んだ世界のマーク 一一一

惨お申込・お問合せは‘

全国主要旅行斡旋各会社及び

西鉄木社自動車営業主I!

TEL福岡⑬1631.5031 
凶欽福岡営業音"自動車巡輸泌

TEL福岡⑬2337

SONY亨ーアコーヲ-L・

TC-801 ￥55，000 

Oポータプル

・ij:i記がわりに…・

・取材に……

・声の メモ lζ…・

O オール・プッシュボタン

・簡単な操1'1'"

・完全なメカニズム……

・幅広い音域……

TC-272 ￥39，000 

ソニー商事株式会社福岡支庖
福岡市鍛冶町18務地 TEL⑬2761 



三祝三

回11 第

会福岡県公民館大

会員商社

16 ミリ映両社

大沢尚会

電 l映社

寓 士 写 真機庖

大分教育 l映画センタ一

大分視聴 覚 機材社

ニシムラ尚事

占川楽器広

近江 屋 楽器庖

新 響 栄社

熊本 16ミリ映画社

日本光芸

北辰商事

東|映

奥商会

教配

九州共同

映機 1: 業

F F D 
エ ルモ社

，近藤 電 気

鹿児島視聴覚教材センター

九州視聴覚教育事業者連合会
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福岡市新天町入口 .
福岡市西新町商庖街目
飯塚市本町.
小倉駅ピルデパート.
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